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紹
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日
本
公
庫
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
つ
い
て

日
本
公
庫
統
合
10
年
の
歩
み

年
表

日
本
公
庫
の
設
立

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の
発
揮

成
長
戦
略
分
野
へ
の
支
援

総
合
力
発
揮
へ
の
取
り
組
み

民
間
金
融
機
関
と
の
連
携

合
理
的
・
効
率
的
な
業
務
運
営

日
本
政
策
金
融
公
庫
統
合
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

内
閣
総
理
大
臣　

安
倍
晋
三

日
本
公
庫
統
合
10
周
年
を
迎
え
て

日
本
政
策
金
融
公
庫
総
裁　

田
中
一
穂

「
つ
な
ぐ
。
た
ゆ
ま
ず
、つ
ぎ
の
10
年
へ
」

〜
日
本
公
庫
に
期
待
す
る
こ
と
〜

表紙 のはなし
爽やかな秋空とコスモス―。コスモスは日本の秋を
代表する花ですが、由来はメキシコの高山植物で、明
治時代に日本にもたらされたそうです。見ごろは10月。
親しい人と一緒に、鮮やかな花が咲き乱れるコスモス
畑にピクニックに出掛けてみたいですね。

イラスト：鎌田みか
題字：園元伸子（日本公庫 危機対応等円滑化業務部）

｜日｜本｜政｜策｜金｜融｜公｜庫｜の｜目｜的｜
株式会社日本政策金融公庫は、一般の金融機関が行う金融を補完することを旨としつつ、国民一般、中小企業者及び農
林水産業者の資金調達を支援するための金融の機能を担うとともに、内外の金融秩序の混乱又は大規模な災害、テロリ
ズム若しくは感染症等による被害に対処するために必要な金融を行うほか、当該必要な金融が銀行その他の金融機関に
より迅速かつ円滑に行われることを可能とし、もって国民生活の向上に寄与することを目的とする株式会社とする。

〜株式会社日本政策金融公庫法　第一章　第一条（目的）より〜
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私
ど
も
日
本
公
庫
は
2
0
1
8
年
10
月
1
日
を
も

ち
ま
し
て
、統
合
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
2
0
0
8

年
10
月
に
国
民
生
活
金
融
公
庫
、
農
林
漁
業
金
融
公

庫
、中
小
企
業
金
融
公
庫
が
統
合
し
て
以
来
、基
本
理

念
で
あ
る
『
政
策
金
融
の
的
確
な
実
施
』
と
『
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
重
視
』
の
下
、「
政
策
」
と
事
業
に
取
り
組
む

方
々
等
を
“
繋
ぐ
”
と
い
う
使
命
感
を
も
っ
て
、政
策

金
融
機
関
と
し
て
の
役
割
を
十
全
に
発
揮
す
べ
く
努

め
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
10
年
前
の
発
足
時
に
お
い
て
は
、リ
ー
マ
ン・シ
ョ
ッ

ク
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
経
済
危
機
の
状
況
の
中
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
、農
林
漁
業
者
の
皆
さ
ま

の
資
金
繰
り
支
援
に
組
織
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、2
0
1
1
年
の
東
日
本
大

震
災
、2
0
1
6
年
の
熊
本
地
震
、そ
し
て
今
年
の
大

阪
府
北
部
地
震
、西
日
本
を
中
心
と
し
た
豪
雨
、北
海

道
胆
振
東
部
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら
の
復
興
支

援
に
つ
い
て
も
、被
災
者
一
人
ひ
と
り
の
事
情
を
踏
ま

え
、
復
興
に
向
け
た
積
極
的
か
つ
円
滑
な
資
金
供
給

を
行
う
な
ど
、着
実
か
つ
機
動
的
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
機
能
を
発
揮
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
先
日
、7
月

の
豪
雨
の
被
災
地
を
訪
問
さ
れ
た
全
国
商
工
会
連
合

会
の
森
義
久
会
長
か
ら
、「
公
庫
は
、
支
店
長
自
ら
被

災
地
の
相
談
会
に
駆
け
付
け
て
、そ
の
場
で
融
資
を

決
定
す
る
な
ど
、迅
速
・
親
身
に
対
応
し
て
く
れ
て
い

る
」
と
大
変
名
誉
な
お
礼
の
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の
発
揮
は
、我
々
政
策
金
融

機
関
に
と
っ
て
、ま
さ
に
使
命
で
あ
り
、今
後
も
遺
漏

な
く
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、日
本
経
済
の
成
長
・
発
展
の
た
め
、国
の

政
策
に
基
づ
き
、創
業
・
新
事
業
、事
業
再
生
・
事
業

承
継
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
、海
外
展
開
、農
林
水
産

業
の
新
た
な
展
開
な
ど
成
長
戦
略
分
野
等
へ
の
支
援

に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、3
事
業
が
一
体

と
な
っ
て
、地
域
活
性
化
に
向
け
た
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
画
し
、
農
商
工
連
携
や
総
合
的
な
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
、戦
後
一
貫
し
て
我

が
国
経
済
の
活
力
の
源
泉
で
あ
り
、そ
の
成
長
を
牽

引
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、農
林
漁
業
者
は
、国
民
に

食
料
を
安
定
的
に
供
給
し
、地
域
経
済
を
支
え
る
重

要
な
存
在
で
す
。

　
統
合
10
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
、私
ど
も
日
本

公
庫
は
、
民
間
金
融
機
関
や
地
域
の
関
係
機
関
の
皆

さ
ま
と
連
携
し
な
が
ら
、
事
業
者
等
の
皆
さ
ま
の
活

躍
を
支
え
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

Message from the Governor & CEO

ご
あ
い
さ
つ

日
本
公
庫
統
合
10
周
年
を
迎
え
て

日
本
政
策
金
融
公
庫
総
裁   

田
中 

一
穂

3 2018.10



　
10
年
前
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
未
曾

有
の
経
済
・
金
融
危
機
は
、中
小
・
小
規
模
事
業
者
や
農

林
水
産
業
者
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
し
、

日
本
経
済
は
デ
フ
レ
不
況
に
沈
ん
で
い
ま
し
た
。

　
私
が
二
度
目
の
内
閣
総
理
大
臣
を
拝
命
し
た
時
、「
人

口
が
減
少
し
て
い
く
か
ら
も
う
成
長
な
ん
て
で
き
な
い
」

こ
う
し
た
諦
め
が
蔓
延
し
て
い
ま
し
た
。最
大
の
問
題
は
、

こ
の
諦
め
で
し
た
。
そ
う
し
た
中
、日
本
は
、や
れ
ば
で

き
る
。こ
の
思
い
で
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
「
三
本
の
矢
」
を

は
じ
め
、様
々
な
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
5
年
半
で
、経
済
は
11.
8
%
成
長
し
、人
口
が

減
少
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、就
業
者
数
は
2
5
0
万
人
増

加
し
、
有
効
求
人
倍
率
は
史
上
初
め
て
全
て
の
都
道
府

県
で
1
倍
を
超
え
ま
し
た
。
賃
上
げ
率
は
、連
合
の
調
査

に
よ
れ
ば
、今
世
紀
に
入
っ
て
最
も
高
い
水
準
が
5
年

連
続
で
続
き
、中
小
企
業
で
は
、今
年
、20
年
ぶ
り
の
高

さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
訪
問
し
た
、従
業
員
9
名
の
小
さ
な
メ
ッ
キ
工

場
で
は
、先
代
の
「
従
業
員
を
大
切
に
せ
よ
」
と
の
言
葉

を
守
り
、若
い
社
長
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
時
も
歯

を
食
い
し
ば
っ
て
雇
用
を
守
り
ま
し
た
。
そ
の
気
持
ち

に
応
え
よ
う
と
従
業
員
は
知
恵
を
出
し
合
い
、工
程
に

工
夫
を
重
ね
生
産
性
を
高
め
、利
益
を
増
や
し
た
。
そ
の

後
も
毎
年
3
%
以
上
、給
料
が
上
が
っ
て
い
る
そ
う
で
あ

り
ま
す
。

　
企
業
が
利
益
を
上
げ
て
、給
料
を
上
げ
て
い
く
。
そ
し

て
消
費
が
増
え
て
い
く
。
こ
う
し
た
経
済
の
好
循
環
を

よ
り
確
か
な
も
の
に
し
、全
国
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者

の
皆
さ
ん
に
景
気
回
復
の
温
か
い
風
を
お
届
け
し
て
い

き
た
い
。

　
安
倍
内
閣
で
は
、個
人
保
証
な
し
の
融
資
の
拡
大
、円

滑
な
事
業
承
継
の
支
援
な
ど
、中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

た
め
の
政
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
で
、こ
の
5
年
で
中
小
企
業
の
倒
産
件
数
は
3
割
減
り

ま
し
た
。
本
年
6
月
か
ら
、生
産
性
向
上
に
向
け
た
投
資

に
つ
い
て
、固
定
資
産
税
を
ゼ
ロ
と
す
る
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
元

気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
功
は
な
い
。こ

れ
か
ら
も
、そ
の
思
い
で
、全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
も
、金
利
負
担
を
5
年
間
ゼ
ロ

に
す
る
制
度
や
輸
出
支
援
な
ど
、
担
い
手
を
積
極
的
に

後
押
し
し
て
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
攻
め
の
農
政
に
よ
り
、

生
産
農
業
所
得
は
3.
8
兆
円
、過
去
18
年
間
で
最
も
高

い
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

額
も
8
0
0
0
億
円
を
超
え
、
1
兆
円
の
目
標
が
見
え

て
ま
い
り
ま
し
た
。
40
代
以
下
の
若
手
新
規
就
農
者
は
、

統
計
開
始
以
来
、
初
め
て
4
年
連
続
で
2
万
人
を
超
え

て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
は
国
の
基も

と
い

。
守
る
べ
き
は
守
り
、攻
め
る

べ
き
は
攻
め
、若
い
皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
の
希
望
や
夢
や

人
生
を
賭
け
る
こ
と
が
で
き
る
、農
業
に
、林
業
に
、水

産
業
に
、変
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
統
合
10
年
の
節
目

に
あ
た
り
、日
本
公
庫
に
は
、こ
れ
か
ら
も
、中
小
・
小
規

模
事
業
者
、
農
林
水
産
業
の
担
い
手
の
皆
さ
ん
の
挑
戦

を
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、悩
み
に
丁
寧
に
寄
り
添
う

存
在
で
あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

民
間
金
融
機
関
と
し
っ
か
り
と
連
携
し
な
が
ら
、地
域
の

活
性
化
に
、こ
れ
ま
で
以
上
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

祝  辞

日
本
政
策
金
融
公
庫

統
合
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

内
閣
総
理
大
臣   

安
倍 

晋
三
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事
業
承
継
と
人
手
不
足
が
難
題

司
会　
日
本
公
庫
は
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
、

農
林
水
産
業
分
野
を
中
心
に
、
日
本
経
済
を
下
支

え
す
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
が
、地
域
経

済
は
、少
子
高
齢
化
、地
方
の
人
口
減
少
と
い
っ
た

課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

三
村　

日
本
の
構
造
的
課
題
は
最
初
に
中
小
企
業

に
表
れ
ま
す
。
中
小
企
業
の
悩
み
を
解
決
す
る
こ

と
は
、日
本
全
体
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
日
は
二
つ
の
こ
と
を
申
し
上

げ
ま
す
。
一
つ
は
『
事
業
承
継
』
で
す
。
過
去
5
年

間
で
約
40
万
社
の
中
小
企
業
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

倒
産
す
る
会
社
は
年
間
8
5
0
0
社
ぐ
ら
い
な
の

で
、大
半
は
廃
業
で
す
。
廃
業
の
最
大
の
原
因
は
後

継
者
不
足
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
で
は
、今

年
か
ら
事
業
承
継
税
制
が
抜
本
拡
充
さ
れ
た
こ
と

を
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、事
業
承
継
支
援

拠
点
と
し
て
、都
道
府
県
を
中
核
に
商
工
会
議
所
、

「つなぐ。たゆまず、つぎの10年へ」
～日本公庫に期待すること～

日
本
政
策
金
融
公
庫
は
2
0
0
8
年
10
月
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
直
後
に
船
出
し
、日

本
経
済
を
下
支
え
す
る
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。年
間
の
融
資
件
数
の
5
割
を
5

 

0

 
0
 

万
円
以
下
、
9
割
を
3
0
0
0
万
円
以
下

の
貸
し
付
け
が
占
め
、民
間
金
融
機
関
と
の

協
力
も
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
中
小
企
業
と
地

域
産
業
が
直
面
す
る
課
題
と
、日
本
公
庫
の

「
つ
ぎ
の
10
年
」を
有
識
者
の
方
々
に
語
り

合
っ
て
も
ら
っ
た
。

日本政策金融公庫総裁
田中 一穂

三重県知事
鈴木 英敬 氏

全国銀行協会会長
みずほ銀行頭取
藤原 弘治 氏

司会 共同通信社
オリンピック・パラリンピック室次長
永井 利治 氏

神戸大学経済経営研究所教授
家森 信善 氏

日本商工会議所会頭
三村 明夫 氏

日本税理士会連合会会長
神津 信一 氏

巻頭特別

座談会
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税
理
士
会
、
金
融
機
関
を
含
め
た
『
事
業

承
継
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
が
2
0
1
7
年
度

か
ら
設
置
さ
れ
、今
年
度
は
全
て
の
47
都

道
府
県
に
で
き
ま
し
た
。

司
会　

事
業
承
継
と
並
ぶ
も
う
一
つ
の
課

題
は
何
で
す
か
。

三
村　
二
つ
目
は『
人
手
不
足
』で
す
。
こ

れ
は
本
当
に
大
変
で
す
。
日
本
商
工
会
議

所
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、『
人
手
不
足
』

と
い
う
回
答
が
毎
年
約
5
％
ず
つ
増
え
、

と
う
と
う
今
年
は
65
％
に
到
達
し
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
の
影
響
を
は
っ
き
り
受
け
て

い
ま
す
が
、実
感
と
し
て
は
超
完
全
雇
用
状
態
で
あ

り
、雇
う
側
は
本
当
に
大
変
で
す
。

司
会　
打
開
策
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

三
村　

女
性
、高
齢
者
、そ
れ
か
ら
外
国
人
の
活
用

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
す
。
女

性
の
労
働
参
加
は
着
実
に
増
え
て
お
り
、
25
〜
44

歳
の
女
性
の
就
業
率
は
74
％
程
度
ま
で
上
昇
し
ま

し
た
。
高
齢
者
も
健
康
年
齢
は
か
つ
て
に
比
べ
5

〜
10
歳
ぐ
ら
い
上
が
っ
て
い
ま
す
。
も
う
65
歳
で

定
年
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
で
す
ね
。
外
国
人
労
働

者
に
つ
い
て
、
商
工
会
議
所
は
昨
秋
、『
中
間
技
能

人
材
』
と
い
う
分
類
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
政
府
に

要
望
し
ま
し
た
。
あ
る
程
度
の
職
業
経
験
と
日
本

語
力
を
備
え
た
人
た
ち
を
、
労
働
需
給
が
非
常
に

ひ
っ
迫
し
て
い
る
分
野
に
ぜ
ひ
活
用
し
た
い
、と
い

う
提
案
で
す
。
今
後
、そ
の
方
向
で
何
ら
か
の
結
論

を
出
し
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
、と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

た
だ
、こ
れ
ら
の
人
材
の
活
用
に
も
一
定
の
限
り

は
あ
る
た
め
、中
長
期
的
に
何
よ
り
も
大
事
な
の
は

『
生
産
性
の
向
上
』で
す
。
日
本
の
生
産
性
は
、デ
フ

レ
の
後
遺
症
も
あ
り
、
製
造
業
で
は
米
国
の
7
割

程
度
、サ
ー
ビ
ス
業
で
は
5
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
中
小
企
業
は
大
企
業
の
半
分
以
下
で
す
。

こ
れ
を
改
善
す
る
に
は
I
Ｔ
、I
o
T
、Ａ
I
、ロ
ボ
ッ

ト
等
の
活
用
が
必
要
で
す
。

税
理
士
会
、全
国
規
模
で
マ
ッ
チ
ン
グ

司
会　

続
い
て
、三
重
県
の
鈴
木
知
事
に
、地
方
が

抱
え
る
課
題
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

鈴
木　

何
と
言
っ
て
も
人
口
減
少
が
大
き
な
課
題

で
す
。三
重
県
の
人
口
は
2
0
0
7
年
の
1
8
7
万

3
0
0
0
人
を
ピ
ー
ク
に
、現
在
は
約
1
8
0
万
人

で
す
。
2
0
6
0
年
に
は
1
2
0
万
人
に
な
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、自
然
減
で
5
0
0
0

人
、
社
会
減
で
3
0
0
0
人
ほ
ど
減
っ
て
い
く
イ

メ
ー
ジ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
大
事
な
の
は
、地
域
産
業
の
育
成
と
働

日本商工会議所会頭

三村 明夫 氏

巻頭特別

座談会

く
場
の
創
出
で
す
。
2
0
1
1
年
に
知
事
に
な
り
、

翌
年
夏
に
『
み
え
産
業
振
興
戦
略
』
と
い
う
も
の
を

つ
く
り
ま
し
た
。
三
重
県
は
、電
子
デ
バ
イ
ス
の
製

品
出
荷
額
が
全
国
1
位
、
輸
送
機
械
の
出
荷
額
は

5
位
で
し
た
。
こ
う
し
た
輸
出
産
業
に
加
え
、新
し

い
航
空
宇
宙
産
業
、バ
イ
オ
、ラ
イ
フ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、三
重
な
ら
で
は
の
『
食
』
と
い
っ
た
産
業
の
発

展
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

働
く
場
の
創
出
の
大
き
な
柱
は
、中
小
企
業
の

振
興
で
す
。
2
0
1
4
年
4
月
に
『
三
重
県
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
』
を
施
行
し
ま
し
た
。

小
規
模
企
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
ぞ
、そ
こ
で
働

く
場
を
つ
く
っ
て
い
く
ぞ
、と
い
う
思
い
で
条
例
を

つ
く
り
、条
例
名
に
『
小
規
模
企
業
』
を
あ
え
て
入

れ
ま
し
た
。
各
地
に
中
小
企
業
振
興
の
条
例
が
あ

り
ま
す
が
、こ
れ
は
全
国
で
三
重
県
が
最
初
で
す
。

司
会　
地
方
の
企
業
に
と
っ
て
も
、事
業
承
継
は
難

し
い
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

鈴
木　
事
業
承
継
問
題
を
放
置
す
る
と
、2
0
2
5

年
ま
で
で
三
重
県
だ
け
で
8
万
3
0
0
0
人
の
雇

用
が
失
わ
れ
る
と
言
わ
れ
、待
っ
た
な
し
の
課
題

で
す
。

司
会　

事
業
承
継
を
め
ぐ
る
問
題
で
は
、
税
制
の

果
た
す
役
割
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
津　

税
理
士
会
も
最
重
点
課
題
と
し
て
事
業
承

継
税
制
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
改
正
前
は
、5

年
間
は
平
均
80
％
の
雇
用
維
持
を
し
な
さ
い
と
い
っ

た
条
件
が
あ
り
、
使
い
勝
手
が
悪
く
利
用
者
も
少

な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
抜
本
的
に
見
直
さ
れ
た

の
は
、日
本
公
庫
の
調
査
結
果
（注）

が
大
き
く
影
響
し

ま
し
た
。
団
塊
の
世
代
を
中
心
に
経
営
者
の
50
％

（注）2016年2月1日 日本公庫総合研究所「中小企業の事業承継に関するインターネット調査」 62018.10



し
た
。
2
年
半
運
用
し
た
結
果
、日
本
税
理
士
会
連

合
会
が
全
国
規
模
で
や
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
年

10
月
ご
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

司
会　

税
理
士
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
が
発

揮
さ
れ
そ
う
で
す
ね
。
金
融
機
関
は
事
業
承
継
問

題
を
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

藤
原　

金
融
機
関
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
に

対
す
る
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
全

銀
協
は
2
0
1
8
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
『
社

会
的
課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
』
こ
と
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
そ
の
課
題
の
中
で
最
重
要
項
目
が
事
業

承
継
で
す
。私
は『
金
融
を
先
に
考
え
る
な
』と
言
っ

て
い
ま
す
。
法
人
の
場
合
は
事
業
を
考
え
る
。
ま
ず

は
、お
取
引
先
の
経
営
者
に
寄
り
添
っ
て
“
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
”
を
考
え
る
。
個
人
の
お
客
さ
ま
に
は
、

人
生
1
0
0
年
時
代
を
見
据
え
て 

“
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
”
を
考
え
る
。
金
融
機
関
の
意
識
が
そ
う
い
う
方

向
に
変
わ
れ
ば
、
後
継
者
不
在
な
ど
事
業
承
継
問

題
の
解
決
に
向
け
て
大
き
な
一
助
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

孤
独
な
経
営
者
の
相
談
相
手
に

司
会　

経
営
者
に
と
っ
て
、
事
業
承
継
税
制
の
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
の
で
し
ょ
う
か
。

藤
原　
事
業
承
継
税
制
に
は
、二
つ
の
大
き
な
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。一
つ
は『
気
付
き
』で
す
。
日

本
に
は
後
世
に
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
残
し
た
い
素

晴
ら
し
い
中
堅
・
中
小
企
業
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
企
業
の
経
営
者
の
方
々
に
は
『
今
か
ら

会
社
の
将
来
や
次
世
代
の
展
望
を
考
え
て
い
た
だ

く
』
き
っ
か
け
と
な
り
、ま
た
警
鐘
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
も
う
一
つ
は
『
実
利
』
で
す
。
大
胆
な
税
制

改
革
で
あ
り
、実
現
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
く
、非
常
に

実
利
を
感
じ
ら
れ
る
内
容
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日

の
よ
う
に
大
企
業
、中
堅
・
中
小
企
業
の
経
営
者
の

方
々
と
お
会
い
し
て
い
ま
す
が
、ひ
と
言
で
い
う
と

皆
さ
ん
孤
独
な
ん
で
す
。誰
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
、

悩
ん
で
お
ら
れ
る
。
金
融
機
関
が
も
う
1
歩
も
2

歩
も
前
に
出
て
、相
談
相
手
に
な
る
と
い
う
こ
と
が

非
常
に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

司
会　

経
営
者
の
悩
み
に
向
き
合
っ
て
い
く
の
が

銀
行
の
役
割
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

藤
原　

我
々
の
取
引
先
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
見
る
と
、後
継
者
問
題
と
い
う
の
は
2
位
で
す
。

1
位
は
事
業
継
続
そ
の
も
の
に
自
信
が
持
て
な
い
。

収
益
性
が
低
下
し
て
会
社
経
営
が
続
か
な
い
の
で

は
な
い
か
、と
い
う
不
安
で
す
。
つ
ま
り
、経
営
者

の
方
々
は
『
こ
の
会
社
を
ほ
か
の
誰
か
に
託
し
て
い

三重県知事

鈴木 英敬 氏

「つなぐ。たゆまず、つぎの10年へ」
～日本公庫に期待すること～

が
『
自
分
の
代
で
事
業
は
お
し
ま
い
』
と
考
え
て
い

る
と
い
う
内
容
で
、相
当
衝
撃
的
な
も
の
で
し
た
。

こ
れ
が
政
府
を
大
き
く
動
か
し
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
残
念
な
が
ら
、ま
ず
会
社
の
財
務
体
質

を
悪
く
し
、
株
価
を
低
く
し
て
後
継
者
に
贈
与
す

る
と
い
う
形
に
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
こ
れ
か
ら
は
、優
良
企
業
の
ま
ま
引
き
継
げ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

司
会　

身
近
な
税
理
士
さ
ん
を
相
談
相
手
に
し
て

い
る
経
営
者
も
多
い
で
す
ね
。

神
津　

各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
金
沢
の
京
料
理
屋
の
お
や
じ
さ
ん
が
『
俺
の
代

で
店
は
終
わ
り
に
す
る
』と
税
理
士
に
話
し
ま
し
た
。

こ
の
税
理
士
の
顧
問
先
に
も
う
1
軒
、似
た
よ
う
な

料
理
屋
が
あ
り
、そ
こ
に
は
職
人
が
何
人
か
い
た
。

若
い
職
人
に
声
を
掛
け
た
ら『
俺
が
や
り
ま
す
』と
、

事
業
を
引
き
継
い
だ
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
例
を

増
や
す
た
め
、北
陸
税
理
士
会
（
福
井
、石
川
、富
山

の
3
県
）
で
事
業
承
継
の
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
ま
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い
の
だ
ろ
う
か
』
と
、極
め
て
誠
実
で
真
面
目
な
悩

み
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ガ
バ
ン
ク
と
地
域
金
融
機
関
は
連
携
し
て
、地

方
の
良
さ
を
発
信
し
、
首
都
圏
な
ど
に
紹
介
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。
海
外
展
開
を

手
伝
っ
た
り
、ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
を
助
言
し
た
り

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。今
の
会
社
を
元
気
に
し
て
、

次
に
つ
な
ぐ
自
信
を
経
営
者
に
持
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
大
事
で
す
。
そ
の
た
め
に
全
力
を
傾
け
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

家
森　
中
小
企
業
庁
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、金

融
機
関
へ
の
期
待
の
中
で
、い
ち
ば
ん
多
い
の
が
事

業
承
継
の
支
援
で
す
。
鈴
木
知
事
が
指
摘
さ
れ
た

よ
う
に
、全
国
的
に
高
齢
の
経
営
者
が
多
く
、時
間

切
れ
が
迫
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
『
事
業
承
継
を
考
え
た
ら
ど
う
か
』
と
最
初
に
助

言
し
て
く
れ
た
の
は
誰
か
、と
事
業
者
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、い
ち
ば
ん
多
か
っ
た
回
答
は
税
理
士
、2
番

目
が
金
融
機
関
で
す
。
こ
こ
に
商
工
会
議
所
が
加

わ
っ
て
い
け
ば
、か
な
り
の

事
業
者
を
カ
バ
ー
で
き
る

は
ず
で
す
。
経
営
者
と
長

い
付
き
合
い
が
あ
る
税
理

士
の
方
に
端
緒
を
つ
く
っ

て
も
ら
い
、金
融
機
関
や
商

工
会
議
所
に
つ
な
い
で
い

く
と
い
う
の
は
、非
常
に
効

果
的
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

藤
原　

銀
行
が
企
業
に
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
部
隊
を
し
っ

か
り
鍛
え
上
げ
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
み
ず
ほ
銀
行
で
は
過
去
4

年
で
、本
部
に
お
け
る
事
業
承
継
の
専

門
部
隊
の
人
員
を
72
人
か
ら
1
4
9
人

に
倍
増
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
支
店
長

か
ら
担
当
者
レ
ベ
ル
ま
で
研
修
を
行
い
、

現
場
で
も
質
の
高
い
ア
ド
バ
イ
ス
が
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ

ら
に
、事
業
を
引
き
継
ぐ
若
手
経
営
者

の
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
り
、経
営
者
教
育

の
場
と
し
て
役
立
て
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
日
本
公
庫
と
の
連
携
も
、
民
間
金

融
機
関
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
で
す
。
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
、小
規

模
事
業
や
農
林
水
産
業
に
も
専
門
的
な
知
見
を
持

つ
公
庫
と
民
間
を
し
っ
か
り
つ
な
い
で
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。

民
間
、行
政
、金
融
の
ノ
ウ
ハ
ウ
結
集

司
会　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
事
業
承
継

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
日
本
商
工
会
議
所
は
こ
の

面
で
実
績
を
積
ん
で
い
ま
す
ね
。

三
村　

以
前
は
親
族
内
承
継
が
主
流
で
し
た
が
、

近
年
、
親
族
以
外
の
従
業
員
が
事
業
を
継
ぐ
ケ
ー

ス
や
、第
三
者
に
よ
る
合
併
・
買
収（
M
&
A
）が
増

加
し
て
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

従
業
員
に
よ
る
承
継
で
は
、経
営
者
に
求
め
ら
れ

る
個
人
保
証
が
課
題
で
す
。
経
営
を
次
に
担
う
従

業
員
に
と
っ
て
、自
分
の
個
人
財
産
を
保
証
と
し
て

差
し
出
す
の
は
心
理
的
な
重
荷
に
な
り
ま
す
し
、配

偶
者
の
反
対
も
あ
り
ま
す
。
金
融
庁
の
調
査
で
は
、

個
人
保
証
を
付
け
な
い
融
資
は
民
間
金
融
機
関
の

場
合
、16
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、M
&
A

に
関
し
て
は
、『
乗
っ
取
り
』
と
い
う
負
の
イ
メ
ー

ジ
が
残
っ
て
お
り
、『
自
分
の
代
で
会
社
を
身
売
り

し
て
い
い
の
か
』
と
い
う
思
い
が
経
営
者
に
あ
る
。

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
払
拭
す
る
か
が
課
題
で
す
。
あ

と
は
事
業
を
引
き
継
ぐ
企
業
を
探
す
マ
ッ
チ
ン
グ

で
す
ね
。

司
会　
ど
ん
な
解
決
策
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

三
村　

国
が
設
置
し
た
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー
と
の
連
携
が
重
要
で
す
。
ま
た
、金
融
機
関
が

事
業
承
継
支
援
の
人
員
を
増
や
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
の
は
、あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
金
融
機
関
や

税
理
士
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
れ
ら
が
連
携
す
る
こ
と
が

非
常
に
重
要
で
す
。
例
え
ば
、今
年
4
月
に
、兵
庫

県
の
尼
崎
商
工
会
議
所
が
、日
本
公
庫
尼
崎
支
店
や

尼
崎
市
等
と
連
携
協
定
を
結
び
、
市
内
の
事
業
承

継
を
オ
ー
ル
尼
崎
で
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
連
携
事
例
を
全
国
に
横
展
開
で

全国銀行協会会長
みずほ銀行頭取
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き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

司
会　

事
業
承
継
を
め
ぐ
る
都
道
府
県
の
動
き
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鈴
木　

三
重
県
で
は
昨
年
8
月
、
商
工
会
議
所
連

合
会
あ
る
い
は
商
工
会
連
合
会
、税
理
士
会
、日
本

公
庫
、
県
内
の
金
融
機
関
な
ど
に
よ
る
事
業
承
継

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
ま
し
た
。
こ
の
6
月
か
ら

は
三
重
県
の
市
長
会
と
町
村
会
に
も
加
わ
っ
て
も

ら
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
は
全
国
で
も
あ
ま
り
例

が
な
い
こ
と
で
す
。『
プ
レ
承
継
、事
業
承
継
、ポ
ス

ト
承
継
』と
い
う
考
え
方
で
政
策
を
つ
く
っ
て
い
ま

す
。『
気
付
き
』
を
与
え
る
の
が
プ
レ
承
継
。
実
際

に
事
業
承
継
を
す
る
時
の
税
制
や
財
政
に
よ
る
支

援
、
そ
れ
か
ら
事
業
を
引
き
継
い
だ
後
の
成
長
を

後
押
し
す
る
の
が
ポ
ス
ト
承
継
で
す
。

司
会　

3
段
階
に
分
け
て
手
を
打
っ
て
い
る
の
で

す
ね
。

鈴
木　

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
プ
レ
承
継
で

す
。『
事
業
承
継
診
断
』
を
5
年
間
で
3
6
0
0
件

ほ
ど
や
っ
て
い
こ
う
と
計
画
し
ま
し
た
。

2
0
1
7
年
度
は
1
3
9
4
件
実
施
し
ま

し
た
。

　
『
事
業
を
譲
渡
し
た
い
』
と
い
う
相
談

は
か
な
り
あ
り
ま
す
が
、『
譲
り
受
け
た
い
』

と
い
う
申
し
出
や
相
談
は
少
な
い
。
そ
こ

で
、県
と
し
て
全
国
に
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
っ
て
い
る
企
業
と
の
包
括
協
定
を

今
年
6
月
に
結
び
ま
し
た
。
事
業
を
引
き

受
け
る
人
を
日
本
中
か
ら
探
す
シ
ス
テ
ム

で
す
。
全
国
で
も
例
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

司
会　

第
三
者
に
よ
る
事
業
承
継
は
、ど

ん
な
実
例
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

鈴
木　

桑
名
市
に
す
ご
い
旋
盤
技
術
を
持
つ
黒
字

の
中
小
企
業
が
あ
り
ま
し
た
。
後
継
者
が
い
な
い
の

で
社
長
さ
ん
は
や
め
よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、納
入
先
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら『
あ

な
た
の
会
社
の
旋
盤
技
術
が
な
く
な
っ
た
ら
困
る
』

と
言
わ
れ
、議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。
結
局
、そ
の

旋
盤
会
社
を
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
が
買
い
取
り
、

若
い
社
員
を
経
営
人
材
と
し
て
送
り
込
み
ま
し
た
。

技
術
も
雇
用
も
守
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
4
月
か
ら
信
用
保
証
付
き
融
資
に
つ
い
て

基
本
的
に
『
事
業
承
継
す
る
時
に
連
続
で
個
人
保

証
を
と
ら
な
い
』
運
用
と
な
り
ま
し
た
。
し
っ
か
り

徹
底
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
私
は
全
国

知
事
会
で
も
事
業
承
継
に
関
す
る
緊
急
宣
言
を
提

案
し
て
い
ま
す
。『
事
業
承
継
な
く
し
て
地
方
創
生

な
し
』と
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
い
き
ま
す
。

司
会　

日
本
公
庫
は
事
業
承
継
を
ど
う
支
援
し
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中　

今
年
8
月
以
降
、
全
国
1
3
5
地
域
で
国

税
当
局
や
税
理
士
の
方
々
に
来
て
も
ら
い
、事
業
承

継
税
制
の
改
正
内
容
を
詳
し
く
説
明
し
て
も
ら
い

ま
す
。
民
間
金
融
機
関
に
も
呼
び
掛
け
ま
す
し
、会

場
が
狭
け
れ
ば
何
回
で
も
や
り
ま
す
。
事
業
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
、商
工
会
議
所
、商
工
会
、信
用
保

証
協
会
な
ど
地
域
の
全
て
の
関
係
者
を
お
招
き
し

ま
す
。
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、事
業
承
継

は
当
た
り
前
の
話
題
だ
と
い
う
環
境
を
つ
く
り
、き

ち
ん
と
ご
相
談
に
応
じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
産
性
向
上
の
決
め
手
は
I
Ｔ
投
資

司
会　

三
村
会
頭
か
ら
ご
指
摘
の
あ
っ
た
生
産
性

向
上
で
す
が
、中
小
企
業
に
と
っ
て
は
か
な
り
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
問
題
に
見
え
ま
す
が
。

三
村　

中
小
企
業
の
う
ち
、
実
は
製
造
業
で
は
約

1
割
、サ
ー
ビ
ス
産
業
で
は
約
3
割
の
会
社
が
、大

企
業
の
平
均
的
生
産
性
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
共

通
の
特
徴
は
『
設
備
投
資
』
に
熱
心
で
あ
り
、そ
の

中
で
も
I
Ｔ
投
資
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
大
事
な
の
は
、
70
代
の
経
営
者
か
ら
若

い
後
継
者
に
『
事
業
承
継
』
す
る
こ
と
で
す
。
特
に

意
欲
の
高
い
30
〜
40
代
の
経
営
者
へ
の
事
業
承
継

を
き
っ
か
け
に
、売
上
拡
大
や
新
規
事
業
に
向
け
、

I
Ｔ
投
資
に
踏
み
切
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
多
い
の

で
す
。

司
会　

人
手
不
足
は
中
小
企
業
の
生
産
性
に
ど
う

影
響
し
ま
す
か
。

三
村　

い
わ
ゆ
る
労
働
分
配
率
、
企
業
が
稼
ぐ
付

加
価
値
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
で
す
が
、
大
企

業
の
約
45
％
に
対
し
、中
小
企
業
で
は
約
75
％
と

日本税理士会連合会会長
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今
で
も
付
加
価
値
の
大
部
分
を
人
件
費
に
回
し
て

い
る
の
が
実
情
で
す
。
現
在
は
女
性
の
労
働
参
加

が
増
え
て
い
ま
す
か
ら
、労
働
需
給
ひ
っ
迫
も
や
や

緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
が
、最
低
賃
金
の
上
昇
や
さ
ら

な
る
人
手
不
足
の
深
刻
化
で
、い
ず
れ
こ
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
、す
ご
い
勢
い
で
賃
金
は
上
が
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
は

生
産
性
を
上
げ
な
け
れ
ば
、あ
っ
と
い
う
間
に
苦
境

に
陥
り
ま
す
。
今
は
ま
だ
『
嵐
の
前
の
静
け
さ
』
で

す
が
、今
後
は
賃
金
上
昇
と
生
産
性
向
上
の
追
い
掛

け
っ
こ
が
始
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。中
小
企
業
は
、

2
0
2
0
年
4
月
か
ら
長
時
間
労
働
が
厳
し
く
規

制
さ
れ
、2
0
2
1
年
4
月
か
ら
同
一
労
働
・
同
一

賃
金
も
導
入
さ
れ
ま
す
。
経
営
者
は
自
ら
の
生
き

残
り
の
た
め
に
、生
産
性
向
上
に
真
剣
に
な
ら
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

司
会　
中
小
企
業
に
と
っ
て
は
、経
営
者
や
社
員
の

I
Ｔ
に
対
す
る
知
識
や
技
術
力
が
ハ
ー
ド
ル
に
な

り
ま
す
。

三
村　
そ
う
思
っ
て
い
る
経
営
者
は
多
い
で
す
ね
。

そ
れ
に
I
Ｔ
導
入
の
初
期
投
資
の
負
担
が
重
い
と

も
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
、中
小
企
業
で
も

使
い
や
す
い
『
身
の
丈
I
ｏ
Ｔ
』
の
事
例
が
出
て
き

ま
し
た
。ま
た
、ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
れ
ば
、

非
常
に
低
価
格
で
高
機
能
な
I
Ｔ
を
導
入
で
き
ま

す
。
中
小
企
業
、特
に
小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
ど

う
『
気
付
き
』
を
与
え
る
の
か
が
課
題
で
す
。
経
営

者
が
『
自
社
で
も
で
き
そ
う
だ
』
と
思
わ
な
い
と
、

I
Ｔ
化
も
進
み
ま
せ
ん
。

司
会　

中
小
企
業
が
I
Ｔ
化
に
踏
み
切
る
に
は

き
っ
か
け
が
必
要
な
の
で
す
ね
。

三
村　
例
え
ば
、2
0
1
9
年
10
月
に
消
費

税
率
が
8
％
か
ら
10
％
に
上
が
り
ま
す
。
同

時
に
軽
減
税
率
が
我
が
国
で
初
め
て
導
入

さ
れ
ま
す
が
、手
作
業
で
業
務
を
し
て
い
る

中
小
企
業
、特
に
小
規
模
事
業
者
は
対
応
で

き
ま
せ
ん
。
モ
バ
イ
ル
P
O
S
レ
ジ
と
ク
ラ

ウ
ド
会
計
な
ど
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
活

用
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
、バ
ッ
ク
オ
フ
ィ

ス
業
務
を
飛
躍
的
に
効
率
化
す
る
良
い
機

会
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

植
木
屋
か
ら

ト
マ
ト
の
ハ
イ
テ
ク
生
産
へ

司
会　

地
方
で
も
生
産
性
向
上
に
真
剣
に
向
き

合
っ
て
い
る
企
業
は
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

鈴
木　

伊
勢
神
宮
の
近
く
で
1
0
0
年
以
上
続
く

老
舗
の
料
理
屋
を
、有
名
な
I
Ｔ
・
通
信
企
業
で
働

い
て
い
た
義
理
の
息
子
さ
ん
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
業
は
ロ
ス
も
多
い
し
、生
産
性
も
低
い
。

何
と
か
し
よ
う
と
考
え
、『
食
べ
ロ
グ
』へ
の
ア
ク
セ

ス
数
や
、天
気
、湿
度
、季
節
な
ど
約
2
0
0
項
目

を
使
っ
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
作
成
し
、来
客
予
想
シ

ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、食
品
ロ
ス

が
8
割
減
り
、売
上
も
大
き
く
伸
び
ま
し
た
。
1
人

当
た
り
の
平
均
給
与
を
5
万
円
引
き
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
そ
う
で
す
。
義
理
の
息
子
さ
ん
に
『
君
や

か
ら
で
き
た
ん
ち
ゃ
う
ん
か
』
と
聞
く
と
、そ
ん
な

こ
と
は
な
い
と
言
う
ん
で
す
。『
こ
の
シ
ス
テ
ム
は

す
ご
く
簡
単
や
』
と
。
こ
れ
か
ら
ほ
か
の
中
小
企
業

に
展
開
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
る
そ
う
で
す
。

司
会　
三
重
県
は
農
林
水
産
業
も
活
発
で
す
ね
。

鈴
木　

1
次
産
業
で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
例
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
尾
鷲
市
に
あ
る
ブ
リ
の
養
殖
場
へ
の
大

規
模
沖
合
養
殖
シ
ス
テ
ム
を
大
手
鉄
鋼
系
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
会
社
に
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
生
産
性

が
上
が
っ
て
、販
路
が
広
が
り
、台
湾
へ
の
ブ
リ
の

輸
出
が
こ
の
10
年
間
で
約
6
倍
に
膨
ら
ん
だ
と
聞

き
ま
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ー
ド
バ
レ
ー
の
最
新
技
術
と
、日

本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
セ
ン
サ
ー
技
術
を
使
っ

て
、ト
マ
ト
を
生
産
し
て
い
る
植
物
工
場
が
あ
り
ま

す
。セ
ン
サ
ー
で
ト
マ
ト
の
糖
度
を
確
認
し
、ロ
ボ
ッ

ト
が
収
穫
す
る
。
老
舗
の
植
木
屋
さ
ん
の
跡
継
ぎ

が
事
業
を
切
り
替
え
て
始
め
ま
し
た
。
10
人
ほ
ど

だ
っ
た
雇
用
が
2
0
0
人
程
度
ま
で
増
え
た
そ
う

で
す
。
と
に
か
く
、一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
す
ご
く

大
事
で
す
ね
。

司
会　

生
産
性
向
上
と
い
う
課
題
に
対
し
、
金
融

機
関
と
し
て
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら

れ
ま
す
か
。
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藤
原　

中
堅
・
中
小
企
業
の
経
営
者
と
接
し
て
い

る
と
、三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
て
き
ま
す
。
一
つ

目
は
人
手
不
足
、二
つ
目
は
海
外
進
出
、三
つ
目
が

選
択
と
集
中
で
す
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
生
産
性

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
進
出
が
解
決
策
に

司
会　

生
産
性
向
上
は
地
域
産
業
の
育
成
に
と
っ

て
も
、大
事
な
問
題
で
す
ね
。

家
森　

付
加
価
値
生
産
性
が
大
事
で
す
ね
。
量
を

た
く
さ
ん
作
ら
な
く
て
も
、1
個
10
円
で
売
っ
て
い

た
も
の
が
、30
円
で
売
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
。

そ
の
た
め
に
は
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
た
い
。
中
小
企

業
に
と
っ
て
も
、高
く
売
れ
る
も
の
を
世
界
に
売
っ

て
い
く
、と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
基
本
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。
地
域
の
金
融
機
関
や
商
工
会
議

所
は
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
ま
す
。
地
元

で
は
当
た
り
前
の
も
の
が
、ほ
か
の
地
域
へ
持
っ
て

い
く
と
別
の
価
値
を
持
つ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得

ま
す
。

藤
原　

そ
う
で
す
ね
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
価
値
観
の

多
様
性
を
活
用
す
る
発
想
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、

長
芋
を
国
内
で
売
る
に
は
一
定
の
規
格
が
あ
り
ま

す
。
規
格
外
だ
と
高
く
売
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
香
港

に
持
っ
て
い
く
と
、こ
れ
が
高
級
食
材
と
し
て
2
倍

の
値
段
で
売
れ
た
と
い
う
例
が
あ
り
ま
す
。
地
域

の
特
産
品
を
海
外
市
場
に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
解

決
策
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

司
会　

地
域
金
融
機
関
の
情
報
提
供
機
能
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

家
森　

経
済
産
業
研
究
所
で
地
域
金
融
機
関
の
支

店
長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、3
0
0
0
人
が
回

答
し
て
く
れ
た
の
で
す
が
、新
し
い
販
売
先
を
顧
客

に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
支
店
長
は
ま
だ
半
分
ぐ

ら
い
で
す
。
顧
客
に
新
た
な
販
路
を
紹
介
し
、そ
れ

が
金
融
機
関
自
身
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た

「つなぐ。たゆまず、つぎの10年へ」
～日本公庫に期待すること～

向
上
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
銀
行
の
役
割
と
し
て
は
、

金
融
仲
介
だ
け
で
な
く
、情
報
仲
介
あ
る
い
は
情
報

提
供
が
重
要
で
す
。
企
業
の
創
業
期
、成
長
期
、再

編
期
、事
業
承
継
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
で

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
提
供
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
み
ず
ほ
で
す
と
、銀
行
、信
託
、証
券
、あ
る

い
は
グ
ル
ー
プ
会
社
を
幅
広
く
活
用
し
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
ま
す
。
ま

た
、そ
れ
を
さ
ら
に
高
度
化
す
る
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド

の
一
つ
は
、や
は
り
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ

と
思
い
ま
す
。

司
会　

企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
ど
う
支
援
す
る
の

で
し
ょ
う
か
。

藤
原　

デ
ジ
タ
ル
化
は
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て

い
ま
す
。
最
近
は
、Ａ
Ｉ
ス
ピ
ー
カ
ー
が
5
千
円
と

か
8
千
円
ほ
ど
で
買
え
ま
す
。例
え
ば
、銀
行
の
サ
ー

ビ
ス
で
も
、Ａ
Ｉ
ス
ピ
ー
カ
ー
に
『
私
の
残
高
は
い

く
ら
で
す
か
』
と
話
し
掛
け
る
だ
け
で
、答
え
を
教

え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。
あ
る
い
は
『
あ
そ
こ
に

送
金
し
て
』
と
話
せ
ば
実
際
に
送
金
が
で
き
る
。
そ

う
い
う
世
界
が
お
そ
ら
く
間
近
に
来
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
動
き
を
取
引
先
企
業
に
も
広
く
伝
え
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
大
切
な
の
は
B
P
O
、ビ
ジ
ネ
ス
・
プ

ロ
セ
ス
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
で
す
。
例
え
ば
、人

手
不
足
で
悩
ん
で
い
る
取
引
先
企
業
に
は
、給
与
振

り
込
み
や
経
費
処
理
な
ど
の
実
務
を
一
括
し
て
行

う
受
け
皿
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
鍵
は
Ａ
Ｉ
×
O
C
R
（注）

。Ａ
Ｉ
を

活
用
す
る
こ
と
で
飛
躍
的
に
生
産
性
向
上
が
図
ら

れ
ま
す
。

（注）書類等をスキャンしデジタル化（OCR）する作業に、ＡＩを活用することで、文字等の認識精度を向上させるもの11 2018.10



と
い
う
支
店
長
は
、お
よ
そ
5
人
に
1

人
で
す
。
ま
だ
頑
張
っ
て
い
た
だ
く
余

地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

司
会　

鈴
木
知
事
は
商
工
会
議
所
や

金
融
機
関
と
、
ど
う
協
力
し
て
い
ま

す
か
。

鈴
木　

大
変
重
要
な
こ
と
で
す
よ
ね
。

三
重
県
を
5
地
域
に
分
け
、商
工
団
体

や
金
融
機
関
な
ど
も
参
加
し
た
協
議

会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
共

通
の
目
標
を
持
っ
て
、広
域
観
光
ル
ー

ト
を
つ
く
っ
た
り
、農
商
工
連
携
の
販

路
を
拡
大
し
た
り
。
政
策
に
対
す
る
各
地
域
の
評

価
を
聞
く
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

司
会　

商
工
会
議
所
の
動
き
が
地
域
を
引
っ
張
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
ね
。

三
村　
2
0
1
5
年
に
、全
国
の
地
方
自
治
体
が
そ

れ
ぞ
れ
地
方
創
生
プ
ラ
ン
を
つ
く
り
ま
し
た
が
、そ

の
後
の
取
り
組
み
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
地
域
に

は
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、地
元
の
資
源
を

で
き
る
だ
け
活
用
し
て
い
る
こ
と
。二
つ
目
は
結
婚
、

教
育
な
ど
若
者
向
け
の
対
策
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
。
三
つ
目
は
地
域
の
関
係
者
（
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
）
が
連
携
し
て
一
緒
に
わ
い
わ
い
議
論
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。
首
長
が
熱
心
だ

と
い
う
の
が
四
つ
目
な
の
で
す
が
、三
重
県
は
大
丈

夫
で
す
ね
（
笑
）。
地
域
の
関
係
者
に
は
、い
わ
ゆ
る

『
産
官
学
金
労
言
』
と
し
て
、行
政
や
商
工
会
議
所
、

税
理
士
、金
融
機
関
に
加
え
、大
学
、マ
ス
コ
ミ
も
入

り
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
主
体
が
一
堂
に
会
し
て
議
論

す
る
と
、様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
ま
す
。
逆
に

失
敗
例
の
多
く
は
、コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
丸
投
げ
し

て
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
だ
け
と
い
う
印
象
を
持
っ
て

い
ま
す
。

司
会　

地
域
活
性
化
に
対
す
る
金
融
機
関
の
姿
勢

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

藤
原　
厳
し
い
環
境
だ
か
ら
こ
そ
、銀
行
の
矜
恃
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
も
各
地
を
回
っ
て
い
る
と
、

半
分
以
上
の
銀
行
経
営
者
は
腕
ま
く
り
し
て
、
何

と
か
し
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、

ち
ょ
っ
と
下
を
向
い
て
お
ら
れ
る
方
も
い
る
。
マ
イ

ナ
ス
金
利
に
よ
る
収
益
低
迷
、人
口
減
少
に
よ
る
不

安
な
ど
、
厳
し
い
環
境
が
地
域
金
融
機
関
に
押
し

寄
せ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
現
場
で
働
く
銀

行
の
仲
間
は
本
当
に
大
変
な
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
金
融
機
関
の
皆
さ
ん
は
、い
ろ
い
ろ
な
制
約
の

中
で
、地
元
の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

司
会　

ど
ん
な
地
域
で
も
、
企
業
経
営
を
支
え
る

銀
行
の
役
割
は
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
。

藤
原　
ま
ず
は
、メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
相
談
し
て
も
ら

い
た
い
。
そ
う
し
た
信
頼
感
と
存
在
感
を
確
固
た

る
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
力
を
高
め
る
と
い
う
意
味
で
は
、産
官
学
の
連
携
、

自
治
体
や
大
学
と
の
協
働
か
ら
も
ア
イ
デ
ア
が
出

て
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
日
本
公
庫
と
一
緒
に
、地
方

を
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
も
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま

す
。我
々
が
そ
う
し
た
機
能
を
し
っ
か
り
果
た
せ
ば
、

銀
行
の
ブ
ラ
ン
ド
力
も
高
ま
る
は
ず
で
す
。
銀
行

の
社
会
的
役
割
と
公
共
的
使
命
を
全
う
す
べ
く
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
と
創
業
支
援
で
地
域
活
性
化

司
会　
銀
行
自
身
も
改
革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

藤
原　
リ
ス
ト
ラ
で
は
な
く
次
世
代
の
展
望
、が
大

事
で
す
。
み
ず
ほ
が
1
万
9
0
0
0
人
の
人
員
削

減
を
や
る
の
も
、労
働
人
口
が
減
っ
て
い
く
時
に
、

今
ま
で
の
よ
う
な
大
量
採
用
、大
量
退
職
で
は
い
け

な
い
と
い
う
問
題
意
識
が
あ
り
ま
す
。
銀
行
が
自

己
改
革
に
踏
み
出
す
こ
と
、ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
る

経
営
効
率
化
を
は
じ
め
、デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
積
極
的
に
取
り
込
む
こ
と
。
経
営
に
と
っ
て

最
重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。

三
村　
大
歓
迎
で
す
ね
。
優
秀
な
人
材
が
、め
ぐ
り

め
ぐ
っ
て
中
小
企
業
に
来
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た

い
で
す
よ
。

家
森　

私
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、『
地
域
の

た
め
と
い
う
思
い
が
強
ま
っ
た
』
と
回
答
さ
れ
た
支

店
長
に
そ
の
理
由
を
聞
い
た
ら
、『
お
客
さ
ま
か
ら

感
謝
さ
れ
た
か
ら
』
と
言
う
の
で
す
。
企
業
の
皆
さ

ん
が
銀
行
の
方
を
『
よ
く
や
っ
て
く
れ
た
』
と
励
ま

す
こ
と
は
、銀
行
員
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

司会 共同通信社
オリンピック・パラリンピック室次長

永井 利治 氏

巻頭特別

座談会
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司
会　

地
域
産
業
の
育
成
と
い
う
点
で
欠
か
せ
な

い
の
は
、農
業
の
活
性
化
で
す
。

田
中　

地
方
創
生
に
お
い
て
は
農
業
に
力
を
入
れ

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。日
本
公
庫
の
農
業
融
資
は
今
、

す
ご
い
勢
い
で
伸
び
て
い
ま
す
。
公
庫
の
農
業
融

資
は
７
年
連
続
で
増
加
し
て
お
り
、農
業
法
人
向
け

が
約
８
割
を
占
め
ま
す
。
ま
た
、民
間
金
融
機
関
の

農
林
業
向
け
設
備
投
資
の
新
規
融
資
は
、
最
近
６

年
間
で
２.
１
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
民
間
金
融
機

関
も
か
な
り
参
画
し
て
き
て
い
ま
す
が
、さ
ら
に
出

て
き
て
も
ら
い
た
い
。
農
業
を
元
気
に
し
て
地
域
活

性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、公
庫
の
重
要
な
役
割
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

三
村　

農
林
水
産
業
は
ぜ
ひ
成
長
産
業
に
し
た
い

で
す
ね
。
静
岡
県
の
浜
松
商
工
会
議
所
は
、農
商
工

連
携
の
研
究
会
を
つ
く
り
、中
小
企
業
の
優
れ
た
技

術
を
農
業
現
場
の
生
産
性
向
上
に
活
か
し
て
い
ま

す
。
園
芸
の
事
業
者
か
ら
ポ
ッ
ト
マ
ム
（
鉢
植
え
の

菊
）
の
鉢
植
え
の
自
動
化
を
要
請
さ
れ
、土
の
配
合

や
毎
朝
の
水
遣
り
な
ど
の
作
業
を
自
動
化
す
る
シ

ス
テ
ム
を
機
械
メ
ー
カ
ー
3
社
で
開
発
し
ま
し
た
。

試
作
機
を
作
る
た
め
国
の
補
助
制
度
の
活
用
も
支

援
し
ま
し
た
。
今
フ
ル
稼
働
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

司
会　

観
光
業
の
拡
大
に
取
り
組
む
自
治
体
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。

三
村　

三
重
県
鳥
羽
市
は
日
本
で
い
ち
ば
ん
海
女

さ
ん
が
多
い
の
で
す
が
、鳥
羽
商
工
会
議
所
が
運
営

し
て
い
る
観
光
の
協
議
会
は
海
女
小
屋
の
食
堂
や

グ
ッ
ズ
販
売
で
年
間
1
億
円
を
売
り
上
げ
て
い
ま

す
。
商
工
会
議
所
に
カ
ナ
ダ
人
職
員
を
置
い
て
、海

外
へ
の
情
報
発
信
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

司
会　

創
業
支
援
も
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
資
金
調
達
や
複
雑
な
手
続
き
が
壁
に
な

り
が
ち
で
す
。

三
村　
創
業
支
援
は
、地
域
の
企
業
数
の
維
持
・
増

加
に
向
け
、極
め
て
重
要
で
す
。
三
重
県
の
例
が
続

き
ま
す
が
、四
日
市
商
工
会
議
所
は
6
年
前
に
市
や

日
本
公
庫
等
と
連
携
し
て
『
創
業
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

相
談
窓
口
』
を
設
け
、創
業
計
画
の
策
定
、資
金
調

達
、会
社
設
立
の
手
続
き
な
ど
を
き
め
細
か
く
支
援

し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
例
を
ベ
ー
ス
に
日
商
か
ら
中

小
企
業
庁
に
提
言
し
た
と
こ
ろ
、2
0
1
4
年
に
産

業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く
地
方
自
治
体
や
商
工

会
議
所
な
ど
が
連
携
し
た
『
創
業
支
援
事
業
計
画
』

の
認
定
制
度
が
で
き
、現
在
、全
国
で
約
1
2
0
0

件
が
国
の
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

田
中　

日
本
公
庫
の
創
業
支
援
融
資
は
相
当
拡
大

し
て
い
て
、
年
間
30
万
件
の
事
業
融
資
の
う
ち

2
万
8
千
は
創
業
の
た
め
の
貸
し
付
け
で
す
。
民

間
と
の
協
調
融
資
も
か
な
り
あ
り
ま
す
。
京
セ
ラ
、

日
本
電
産
、ソ
ニ
ー
な
ど
も
、か
つ
て
は
公
庫
の
取

引
先
で
し
た
。
平
成
に
な
っ
て
か
ら
株
式
公
開
し
た

企
業
の
う
ち
3
割
は
、
日
本
公
庫
と
付
き
合
い
が

あ
っ
た
会
社
で
す
。

三
村　

我
々
も
『
創
業
と
い
え
ば
日
本
公
庫
』
と

思
っ
て
い
ま
す
。

司
会　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、11
年
目
に
入
っ
た
日

本
公
庫
は
こ
れ
か
ら
ど
う
歩
ん
で
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。

田
中　

大
変
力
強
い
お
話
を
皆
さ
ん
か
ら
聞
く
こ

と
が
で
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
の
企

業
に
頑
張
っ
て
も
ら
う
の
が
い
ち
ば
ん
大
事
で
、そ

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
全
力
で
や
り
た
い
と
い
う

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
民
間
金
融
機
関
と
の
連

携
も
加
速
し
て
お
り
、ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
き
ま
す
。

専
門
家
の
皆
さ
ま
の
知
恵
も
借
り
な
が
ら
、地
域
活

性
化
に
貢
献
す
る
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

日本政策金融公庫総裁

田中 一穂

「つなぐ。たゆまず、つぎの10年へ」
～日本公庫に期待すること～
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「
行
政
改
革
の
重
要
方
針
」が
閣
議
決
定 

「
政
策
金
融
改
革
の
基
本
方
針
」を
経
済
財
政
諮
問
会
議
が
取
り
ま
と
め 

「
行
政
改
革
推
進
法
」が
成
立

「
政
策
金
融
改
革
に
係
る
制
度
設
計
」が

政
策
金
融
改
革
推
進
本
部
・
行
政
改
革
推
進
本
部
に
て
決
定

「
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
」が
成
立

「
安
心
実
現
の
た
め
の
緊
急
総
合
対
策
」

中
小
企
業
金
融
特
別
相
談
窓
口
の
設
置

日
本
政
策
金
融
公
庫
設
立

麻
生
内
閣
発
足

第
3
次
小
泉
内
閣
発
足

第
1
次
安
倍
内
閣
発
足

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

福
田
内
閣
発
足

東
日
本
大
震
災

菅
内
閣
発
足

鳩
山
内
閣
発
足

オ
バ
マ
米
大
統
領
就
任

「
生
活
対
策
」中
小
企
業
金
融
緊
急
特
別
相
談
窓
口
の
設
置

安
居
祥
策
代
表
取
締
役
総
裁
就
任

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
特
別
相
談
窓
口
の
設
置

女
性
活
躍
推
進
ア
ワ
ー
ド
初
開
催

円
高
等
対
策
特
別
相
談
窓
口
の
設
置

12月 11月5月6月5月9月10月1日9月 1月3月 1月

セーフティネット機能の発揮

成長戦略分野等への支援

総合力発揮への取り組み

民間金融機関との連携

東日本大震災からの復興支援 リーマン・ショックを契機とした
経済危機への対応

地域プロジェクトへの参画
事業間連携によるお客さまのマッチング

（商談会・セミナーの開催等）

2011 2010 2009 20072008 2006 2005 歩み

海外展開 農林水産業の新たな展開

日
本
公
庫
統
合
10
年
の
歩
み

特
集

Special Report
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日本公庫統合10年の歩み特集

第
3
次
安
倍
内
閣
発
足

第
2
次
安
倍
内
閣
発
足

野
田
内
閣
発
足

平
成
28
年
熊
本
地
震

平
成
30
年
7
月
豪
雨

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
就
任

国
際
協
力
銀
行
が
分
離

高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
初
開
催

地
域
総
合
職
の
導
入

細
川
興
一
代
表
取
締
役
総
裁
就
任

企
業
派
遣
研
修
の
開
始

広
報
誌『
日
本
公
庫
つ
な
ぐ
』創
刊

横
浜
支
店
の
新
店
舗
完
成
を
も
っ
て
、店
舗
統
合
完
了

公
庫
新
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
稼
働
（
公
庫
全
体
シ
ス
テ
ム
最
適
化
完
了
）

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
に
関
す
る
特
別
相
談
窓
口
の
設
置

田
中
一
穂
代
表
取
締
役
総
裁
就
任

管
理
職
に
占
め
る
女
性
割
合
数
値
目
標
達
成
（
2
0
1
8
年
4
月
時
点
5
％
）

平
成
30
年
5
月
20
日
か
ら
7
月
10
日
ま
で
の
間
の

豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
関
す
る
特
別
相
談
窓
口
の
設
置

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
係
る
災
害
に
関
す
る
特
別
相
談
窓
口
の
設
置

日
本
公
庫
統
合
10
周
年

10月 4月1月4月4月10月 1月4月12月4月7月9月10月1日

平成28年熊本地震からの復興支援平成30年7月豪雨等により
被災した事業者支援

「地方版総合戦略」への参画

協調融資スキームの構築
に向けた取り組みの推進

新たなステージに向けた
民間金融機関連携の取り組みの推進

2015 2014 2013 2012201620172018

創業・新事業 海外展開事業再生・事業承継 ソーシャルビジネス
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『
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
重
視
』の
二
つ
で
あ
る
。

　
こ
の
理
念
に
は
、こ
こ
に
至
る
ま
で
の
政
策
金
融

改
革
の
長
い
歴
史
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。2
0
0
1

年
、「
構
造
改
革
な
く
し
て
日
本
の
再
生
、
発
展
は

な
い
」と
い
う
小
泉
純
一
郎
内
閣
の
誕
生
に
よ
っ
て
、

政
策
金
融
改
革
は
動
き
出
し
た
。
同
年
5
月
7
日

の
所
信
表
明
演
説
が
端
的
に
示
す
。

　「
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」を
原
則
に「
行

政
の
構
造
改
革
を
実
現
す
る
」
と
述
べ
、「
特
殊
法

人
等
に
つ
い
て
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
見
直
し
、国
か
ら

の
財
政
支
出
の
大
胆
な
削
減
を
目
指
す
」
と
宣
言
。

小
泉
改
革
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
、政
策
金
融

改
革
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
2
0
0
1
年
12
月
、「
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化

計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、後
に
日

本
公
庫
に
統
合
す
る
4
機
関
に
つ
い
て
は
、①
民
業

補
完
、②
政
策
コ
ス
ト
最
小
化
、③
機
関
・
業
務
の

統
合
・
合
理
化
の
原
則
の
下
、
抜
本
的
な
検
討
を

行
っ
た
上
で
、公
的
金
融
の
対
象
分
野
、規
模
、組

織
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、改
革
論
議
の
場
と
な
っ
た
経
済
財
政

諮
問
会
議
は
2
0
0
5
年
11
月
、「
政
策
金
融
改
革

の
基
本
方
針
」を
取
り
ま
と
め
、同
年
12
月
に
は「
行

政
改
革
の
重
要
方
針
」が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。こ
の

方
針
で
は
、
政
策
金
融
機
能
と
し
て
必
要
で
あ
り

残
す
も
の
等
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
改
革
後
の

新
組
織
の
あ
り
方
も
示
さ
れ
、2
0
0
8
年
度
か

ら
新
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。2
0
0
6

年
5
月
に
は
「
簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
実
現
す

る
た
め
の
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
行

政
改
革
推
進
法
）」が
成
立
し
、同
年
6
月
に
は「
政

策
金
融
改
革
に
係
る
制
度
設
計
」
が
、政
策
金
融
改

革
推
進
本
部
及
び
行
政
改
革
推
進
本
部
に
お
い
て

決
定
さ
れ
、新
機
関
の
具
体
像
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、国
民
生
活
、農
林
漁
業
、中
小
企
業
の
各

金
融
公
庫
と
国
際
協
力
銀
行
の
4
機
関
は
、
各
業

務
を
縮
減
の
上
、2
0
0
8
年
度
に
新
機
関
に
統

合
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
2
0
0
7
年
5
月
に
は「
株
式
会
社
日
本
政
策
金

融
公
庫
法
」
が
成
立
。
こ
れ
に
基
づ
き
政
府
が
全
株

式
を
持
つ
特
殊
会
社
と
し
て
2
0
0
8
年
10
月
、日

日
本
公
庫 

統
合
後

10
年
間
を
振
り
返
る

2
0
0
8
年
に
発
足
し
た
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
、こ
の
10
月
で
統
合

10
周
年
を
迎
え
た
。
国
民
生
活
金
融
公
庫
、農
林
漁
業
金
融
公
庫
、中

小
企
業
金
融
公
庫
は
統
合
に
よ
り
事
業
本
部
に
移
行
し
、政
策
金
融

に
取
り
組
ん
で
き
た
。こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る
。

　「
本
日
こ
こ
に
、日
本
政
策
金
融
公
庫
が
誕
生
い

た
し
ま
し
た
が
、国
の
政
策
機
関
と
し
て
、民
業
補

完
を
原
則
と
し
、
政
策
金
融
を
着
実
に
実
施
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
」

　
安
居
祥
策
初
代
総
裁
は
2
0
0
8
年
10
月
1
日
、

日
本
公
庫
の
発
足
式
典
で
こ
う
あ
い
さ
つ
し
た
。

中
川
昭
一
財
務
大
臣
（
当
時
）
や
二
階
俊
博
経
済
産

業
大
臣
（
当
時
）
な
ど
監
督
官
庁
の
大
臣
、副
大
臣

と
と
も
に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、発
足
を
祝
っ
た
。

　
設
立
の
準
備
で
、国
民
生
活
金
融
公
庫
、農
林
漁

業
金
融
公
庫
、中
小
企
業
金
融
公
庫
、国
際
協
力
銀

行
の
4
総
裁
に
よ
る
会
議
が
開
か
れ
、政
府
の
方

針
を
踏
ま
え
て
、
統
合
し
て
で
き
る
公
庫
の
企
業

理
念
を
決
め
た
。『
政
策
金
融
の
的
確
な
実
施
』
と

旧公庫ビル

2008年10月１日
の 日本公庫発足
式典。 安居総裁

（当時）と監督官
庁の大臣、副大臣
によるテープカット
が行われ、日本公
庫としての第１歩
を踏み出しました

Special Report

日
本
公
庫
の
設
立
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日本公庫統合10年の歩み特集

算
で
決
め
ら
れ
た
範
囲
で
金
融
機
能
を
発
揮
す
る
、

い
わ
ば
「
国
の
政
策
の
実
行
部
隊
」
で
あ
る
。
そ
の

た
め
日
本
公
庫
の
融
資
対
象
は
、
業
種
及
び
企
業

の
規
模
（
資
本
金
・
従
業
員
数
）
等
が
限
定
的
に
定

め
ら
れ
て
お
り
、金
利
等
の
条
件
も
あ
ら
か
じ
め
決

め
ら
れ
て
い
る
。
融
資
に
あ
た
っ
て
は
、当
然
の
こ

と
な
が
ら
返
済
が
可
能
か
ど
う
か
の
審
査
を
行
う

が
、そ
れ
に
加
え
制
度
要
件
等
に
合
致
し
て
い
る
か

ど
う
か
の
チ
ェ
ッ
ク
も
行
う
。
ま
た
、国
の
政
策
で

融
資
制
度
が
措
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
経
営
者
の

方
々
に
周
知
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
役
割
の
一

つ
で
あ
る
。

　
2
0
1
7
年
度
の
事
業
資
金
の
融
資
は
年
間
約

30
万
件
、そ
の
う
ち
5
0
0
万
円
以
下
が
49.
2
％
、

3
0
0
0
万
円
以
下
が
92.
9
％
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、中
小
企
業
向
け
融
資
残
高
（
国
民
生
活
事
業

と
中
小
企
業
事
業
の
合
算
）
は
11
兆
7
0
4
2
億

円
で
、
こ
れ
は
国
内
の
民
間
金
融
機
関
も
含
め
た

融
資
残
高
全
体
の
4.
2
％
の
シ
ェ
ア
（
2
0
1
7

年
度
末
時
点
）
と
な
っ
て
い
る
。
新
た
に
事
業
を
始

め
る
方
、
災
害
や
経
営
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る

方
な
ど
の
少
額
の
資
金
需
要
に
も
応
え
て
き
た
結

果
、こ
の
よ
う
な
融
資
の
姿
に
な
っ
て
い
る
。

　
1
9
9
5
年
1
月
17
日
、
淡
路
島
北
部
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.
3
の
地
震
が
発
生
。

世
界
に
も
あ
ま
り
例
を
見
な
い
都
市
直
下
型
大
地

本
公
庫
は
発
足
し
た
。
国
際
協
力
銀
行
は
2
0
1
2

年
に
分
離
し
た
が
、
残
る
3
事
業
で
構
成
す
る
日

本
公
庫
は
、当
初
決
め
た
企
業
理
念
に
沿
っ
て
歩

ん
で
い
る
。

　
民
間
金
融
を
補
完
し
政
策
金
融
を
的
確
に
実
施

す
る
に
は
、確
固
と
し
た
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
欠
か
せ
な

い
。
安
居
総
裁
か
ら
細
川
興
一
総
裁
、そ
し
て
現
在

の
田
中
一
穂
総
裁
へ
と
代
わ
っ
て
も
、守
る
べ
き
日

本
公
庫
存
立
の
根
幹
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
発
足
し
た
日
本
公
庫
に
つ
い

て
、改
め
て
そ
の
役
割
と
使
命
に
つ
い
て
触
れ
て
お

こ
う
。

　
日
本
公
庫
は
、国
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

政
策
や
農
林
水
産
政
策
等
に
基
づ
き
、
法
律
や
予

震
が
阪
神
・
淡
路
地
域
を
襲
い
、人
的
被
害
以
外
に

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
イ
ン
フ
ラ
に
も
甚
大
な
被
害
を

及
ぼ
し
た
。
震
災
直
後
、損
傷
が
激
し
い
店
舗
に
何

と
か
た
ど
り
着
い
た
国
民
金
融
公
庫
神
戸
支
店
長

（
当
時
）
は
無
人
の
店
舗
に
鳴
り
響
い
て
い
た
1
本

の
電
話
を
取
っ
た
。
そ
れ
は
被
災
に
よ
り
、予
定
通

り
に
返
済
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
を
心
配
し
た

取
引
先
か
ら
の
電
話
で
あ
っ
た
。「
店
舗
等
を
失
い

な
が
ら
も
、
事
業
の
立
て
直
し
の
た
め
に
意
欲
を

奮
い
起
こ
し
て
い
た
事
業
者
の
た
く
ま
し
い
姿
が

強
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
」
と
当
時
の
神
戸
支

店
長
は
振
り
返
る
。
自
ら
も
被
災
者
で
あ
る
支
店

職
員
を
集
め
、態
勢
を
整
え
、震
災
発
生
の
翌
日
か

ら
相
談
対
応
を
開
始
し
た
。

　
そ
し
て
、店
舗
や
工
場
な
ど
の
後
片
付
け
が
一
段

落
し
た
震
災
10
日
後
か
ら
融
資
相
談
が
急
増
。
鉄

道
や
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
中
、大
阪
か
ら
海
路
で

現
地
入
り
し
た
本
店
職
員
の
応
援
を
得
て
被
災
者

の
相
談
対
応
に
当
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
統
合
以

前
か
ら
、日
本
公
庫
は
、大
規
模
災
害
時
の
融
資
相

談
に
迅
速
か
つ
き
め
細
か
な
対
応
を
行
っ
て
き
た
。

そ
し
て
統
合
後
の
10
年
間
、リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
る
深
刻
な
景
気
後
退
か
ら
東
日
本
大
震
災
、

熊
本
地
震
、
そ
し
て
最
近
の
西
日
本
を
中
心
と
し

た
豪
雨
ま
で
、日
本
は
様
々
な
危
機
に
直
面
し
た
。

そ
う
し
た
際
に
、
経
済
の
底
割
れ
防
止
や
地
域
の

復
興
の
た
め
に
、資
金
を
供
給
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
機
能
の
一
翼
を
日
本
公
庫
は
担
っ
て
き
た
。

　
そ
れ
は
民
間
金
融
機
関
を
補
完
す
る
政
策
金
融

機
関
と
し
て
の
、
日
本
公
庫
の
本
質
に
関
わ
る
重

国民生活金融公庫

［2008年9月30日以前］

農林漁業金融公庫

中小企業金融公庫

国際協力銀行
（国際金融等業務）

（海外経済協力業務）

株式会社
日本政策金融公庫
（略称「日本公庫」）

［現在］

株式会社国際協力銀行
（2012年４月１日分離）

国際協力機構
（JICA）に統合

日本政策金融公庫の誕生
2008年10月１日、４つの政府系金融機関が統合し、

株式会社日本政策金融公庫が発足。
2012年４月１日に国際協力銀行が分離。
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平成21年7月21日からの山口県における大雨災害に関する特別相談窓口
平成22年7月15日の山口県における大雨災害に関する特別相談窓口
平成25年7月22日及び7月28日からの大雨等による災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口　

2009.7
2010.7
2013.7
2018.7

山口県

平成21年7月24日からの福岡県における大雨災害に関する特別相談窓口
平成24年6月8日から7月23日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口
平成29年6月7日から7月27日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2009.7
2012.7
2017.7
2018.7

福岡県

平成24年6月8日から7月23日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口
平成29年6月7日から7月27日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口
平成29年台風第18号に係る災害に関する特別相談窓口

2012.7
2017.7
2017.9

大分県

平成21年台風第9号災害に関する特別相談窓口
平成26年8月15日からの大雨に係る災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び
暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2009.8
2014.8
2018.7

兵庫県

口蹄疫に関する中小企業支援対策特別相談窓口
霧島山（新燃岳）噴火に関する特別相談窓口

2010.5
2011.2

宮崎県

口蹄疫に関する中小企業支援対策特別相談窓口
平成24年6月8日から7月23日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2010.5
2012.7

熊本県

口蹄疫に関する中小企業支援対策特別相談窓口
平成22年1０月2０日の鹿児島県における大雨災害に関する特別相談窓口
霧島山（新燃岳）噴火に関する特別相談窓口
鹿児島県奄美地方における豪雨による災害に関する特別相談窓口
平成24年台風第16号による災害に関する特別相談窓口
平成25年台風第24号による災害に関する特別相談窓口
口永良部島（新岳）噴火に係る災害に関する特別相談窓口

2010.5
2010.10
2011.2
2011.9
2012.9
2013.10
2015.5

鹿児島県

平成21年台風第9号による災害に関する特別相談窓口
平成22年7月の広島県における大雨災害に関する特別相談窓口
平成26年8月19日からの大雨に係る災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2009.8
2010.7
2014.8
2018.7

広島県

平成26年台風第12号による大雨等に係る災害に関する特別相談窓口
平成26年台風第11号に係る災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び
暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2014.8
2014.8
2018.7

高知県

平成26年台風第11号に係る災害に関する特別相談窓口
平成26年12月5日からの大雪に係る災害に関する特別相談窓口

2014.8
2014.12

徳島県

平成24年5月に発生した突風等による災害に関する特別相談窓口
平成27年台風第18号等による大雨に係る災害に関する特別相談窓口

2012.5
2015.9

茨城県

平成26年2月14日からの大雪による災害に関する特別相談窓口
平成26年台風第8号の接近に伴う大雨に係る災害に関する特別相談窓口
御嶽山噴火に係る災害に関する特別相談窓口
平成26年長野県北部地震に係る災害に関する特別相談窓口

2014.2
2014.7
2014.9
2014.11

長野県

平成26年2月14日からの大雪による災害に関する特別相談窓口2014.2
群馬県

平成26年2月14日からの大雪による災害に関する特別相談窓口2014.2
山梨県

平成24年11月27日の暴風雪等による災害に関する特別相談窓口
平成28年8月16日から9月1日までの間の暴風雨及び豪雨による災害に関する特別相談窓口

2012.11
2016.9

北海道

平成24年5月に発生した突風等による災害に関する特別相談窓口
平成27年台風第18号等による大雨に係る災害に関する特別相談窓口

2012.5
2015.9

栃木県

平成24年5月に発生した突風等による災害に関する特別相談窓口
平成25年台風第26号による災害に関する特別相談窓口
平成27年台風第18号等による大雨に係る災害に関する特別相談窓口

2012.5
2013.10
2015.9

東京都

平成25年台風第26号による災害に関する特別相談窓口2013.10
千葉県

平成25年9月2日に発生した突風等による災害に関する特別相談窓口
平成25年台風第18号による大雨等に係る災害に関する特別相談窓口
平成26年2月14日からの大雪による災害に関する特別相談窓口

2013.9
2013.9
2014.2

埼玉県

平成25年7月22日及び7月28日からの大雨等による災害に関する特別相談窓口
平成26年台風第8号の接近に伴う大雨に係る災害に関する特別相談窓口

2013.7
2014.7

山形県

平成25年8月9日からの大雨等による災害に関する特別相談窓口
平成29年6月7日から7月27日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2013.8
2017.7

秋田県

平成25年8月9日からの大雨等による災害に関する特別相談窓口
平成28年8月16日から9月1日までの間の暴風雨及び豪雨による災害に関する特別相談窓口

2013.8
2016.9

岩手県

平成27年台風第18号等による大雨に係る災害に関する特別相談窓口2015.9
宮城県

平成23年7月28日からの新潟県等における大雨災害に関する特別相談窓口
平成29年度豪雪に関する特別相談窓口

2011.8
2018.2

新潟県

平成24年8月13日からの大雨による災害に関する特別相談窓口
平成25年台風第18号による大雨等に係る災害に関する特別相談窓口
平成26年8月15日からの大雨に係る災害に関する特別相談窓口
平成29年台風第21号に係る災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び
暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2012.8
2013.9
2014.8
2017.10
2018.7

京都府

平成23年7月28日からの新潟県等における大雨災害に関する特別相談窓口2011.8
福島県

平成23年台風第12号による災害に関する特別相談窓口
平成23年台風第15号による災害に関する特別相談窓口
平成29年台風第21号に係る災害に関する特別相談窓口

2011.9
2011.9
2017.10

三重県

平成23年台風第12号による災害に関する特別相談窓口
平成28年鳥取県中部地震に係る災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2011.9
2016.10
2018.7

鳥取県

平成25年7月22日及び7月28日からの大雨等による災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2013.7
2018.7

島根県

平成23年台風第12号による災害に関する特別相談窓口
平成23年台風第15号による災害に関する特別相談窓口

2011.9
2011.9

奈良県

平成23年台風第12号による災害に関する特別相談窓口
平成23年台風第15号による災害に関する特別相談窓口
平成29年台風第21号に係る災害に関する特別相談窓口

2011.9
2011.9
2017.10

和歌山県

平成21年台風第9号による災害に関する特別相談窓口
平成23年台風第12号による災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2009.8
2011.9
2018.7

岡山県 平成30年2月4日からの大雪による災害に関する特別相談窓口2018.2
福井県

平成30年大阪府北部を震源とする地震に係る災害に関する特別相談窓口2018.6
大阪府

平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口2018.7
岐阜県

平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び
暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2018.7
愛媛県

平成23年台風第15号による災害に関する特別相談窓口2011.9
青森県

※自然災害・家畜伝染病で3事業合同設置の
　主な特別相談窓口を掲載

10年間に設置した
災害に関する
主な特別相談窓口※

（2008年10月～2018年8月）

高病原性鳥インフルエンザ関連の特別相談窓口
東日本大震災に関する特別相談窓口
平成28年熊本地震による災害に関する特別相談窓口

2011.1
2011.3
2016.4
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要
な
役
割
で
あ
る
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日
本
公
庫
法
は
、第
1
条
で
「
内
外
の
金
融
秩
序

の
混
乱
又
は
大
規
模
な
災
害
、テ
ロ
リ
ズ
ム
若
し
く

は
感
染
症
等
に
よ
る
被
害
に
対
処
す
る
た
め
に
必

要
な
金
融
を
行
う
」と
規
定
し
て
い
る
。
日
本
公
庫

の
発
足
早
々
、日
本
公
庫
法
に
あ
る
「
内
外
の
金
融

秩
序
の
混
乱
」そ
の
も
の
で
あ
る
リ
ー
マ
ン・シ
ョ
ッ

ク
に
よ
る
経
済
危
機
が
日
本
を
襲
っ
た
。
日
本
公

庫
は
早
速
、
打
撃
を
受
け
た
企
業
へ
の
支
援
に
動

い
た
。

　

　
米
国
で
低
所
得
者
に
住
宅
資
金
を
貸
し
付
け
て

い
た
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
不
良
債
権
化
及
び

そ
れ
を
組
み
込
ん
だ
証
券
化
商
品
の
価
格
暴
落
に

よ
る
金
融
不
安
が
高
じ
て
、投
資
銀
行
リ
ー
マ
ン
・

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
2
0
0
8
年
9
月
15
日
に
経
営
破

た
ん
し
た
。
こ
れ
が
引
き
金
と
な
っ
て
世
界
規
模

の
金
融
収
縮
が
起
き
た
の
で
あ
る
。

　
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
世
界
的
な

金
融
危
機
は
、
日
本
経
済
に
も
た
ち
ま
ち
波
及
し

た
。
2
0
0
9
年
1
‐
3
月
期
の
日
本
の
G
D
P
成

長
率
は
前
期
比
年
率
20
％
の
落
ち
込
み
で
、日
経

平
均
株
価（
終
値
）も
同
年
3
月
に
バ
ブ
ル
後
の
最

安
値
を
更
新
し
た
。

　
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
よ
う
な
大
手
が
破
た

ん
し
た
た
め
、
銀
行
間
に
疑
心
暗
鬼
が
生
ま
れ
て

資
金
の
取
引
が
滞
っ
た
。
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化

し
て
い
る
の
で
、影
響
は
瞬
時
に
世
界
に
広
が
っ
た
。

日
本
で
も
、銀
行
融
資
が
細
れ
ば
、企
業
は
資
金
繰

り
が
大
な
り
小
な
り
き
つ
く
な
る
。
こ
と
に
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
厳
し
い
。
市
場
経
済
は
、
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平成21年7月21日からの山口県における大雨災害に関する特別相談窓口
平成22年7月15日の山口県における大雨災害に関する特別相談窓口
平成25年7月22日及び7月28日からの大雨等による災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口　

2009.7
2010.7
2013.7
2018.7

山口県

平成21年7月24日からの福岡県における大雨災害に関する特別相談窓口
平成24年6月8日から7月23日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口
平成29年6月7日から7月27日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2009.7
2012.7
2017.7
2018.7

福岡県

平成24年6月8日から7月23日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口
平成29年6月7日から7月27日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口
平成29年台風第18号に係る災害に関する特別相談窓口

2012.7
2017.7
2017.9

大分県

平成21年台風第9号災害に関する特別相談窓口
平成26年8月15日からの大雨に係る災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び
暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2009.8
2014.8
2018.7

兵庫県

口蹄疫に関する中小企業支援対策特別相談窓口
霧島山（新燃岳）噴火に関する特別相談窓口

2010.5
2011.2

宮崎県

口蹄疫に関する中小企業支援対策特別相談窓口
平成24年6月8日から7月23日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2010.5
2012.7

熊本県

口蹄疫に関する中小企業支援対策特別相談窓口
平成22年1０月2０日の鹿児島県における大雨災害に関する特別相談窓口
霧島山（新燃岳）噴火に関する特別相談窓口
鹿児島県奄美地方における豪雨による災害に関する特別相談窓口
平成24年台風第16号による災害に関する特別相談窓口
平成25年台風第24号による災害に関する特別相談窓口
口永良部島（新岳）噴火に係る災害に関する特別相談窓口

2010.5
2010.10
2011.2
2011.9
2012.9
2013.10
2015.5

鹿児島県

平成21年台風第9号による災害に関する特別相談窓口
平成22年7月の広島県における大雨災害に関する特別相談窓口
平成26年8月19日からの大雨に係る災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2009.8
2010.7
2014.8
2018.7

広島県

平成26年台風第12号による大雨等に係る災害に関する特別相談窓口
平成26年台風第11号に係る災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び
暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2014.8
2014.8
2018.7

高知県

平成26年台風第11号に係る災害に関する特別相談窓口
平成26年12月5日からの大雪に係る災害に関する特別相談窓口

2014.8
2014.12

徳島県

平成24年5月に発生した突風等による災害に関する特別相談窓口
平成27年台風第18号等による大雨に係る災害に関する特別相談窓口

2012.5
2015.9

茨城県

平成26年2月14日からの大雪による災害に関する特別相談窓口
平成26年台風第8号の接近に伴う大雨に係る災害に関する特別相談窓口
御嶽山噴火に係る災害に関する特別相談窓口
平成26年長野県北部地震に係る災害に関する特別相談窓口

2014.2
2014.7
2014.9
2014.11

長野県

平成26年2月14日からの大雪による災害に関する特別相談窓口2014.2
群馬県

平成26年2月14日からの大雪による災害に関する特別相談窓口2014.2
山梨県

平成24年11月27日の暴風雪等による災害に関する特別相談窓口
平成28年8月16日から9月1日までの間の暴風雨及び豪雨による災害に関する特別相談窓口

2012.11
2016.9

北海道

平成24年5月に発生した突風等による災害に関する特別相談窓口
平成27年台風第18号等による大雨に係る災害に関する特別相談窓口

2012.5
2015.9

栃木県

平成24年5月に発生した突風等による災害に関する特別相談窓口
平成25年台風第26号による災害に関する特別相談窓口
平成27年台風第18号等による大雨に係る災害に関する特別相談窓口

2012.5
2013.10
2015.9

東京都

平成25年台風第26号による災害に関する特別相談窓口2013.10
千葉県

平成25年9月2日に発生した突風等による災害に関する特別相談窓口
平成25年台風第18号による大雨等に係る災害に関する特別相談窓口
平成26年2月14日からの大雪による災害に関する特別相談窓口

2013.9
2013.9
2014.2

埼玉県

平成25年7月22日及び7月28日からの大雨等による災害に関する特別相談窓口
平成26年台風第8号の接近に伴う大雨に係る災害に関する特別相談窓口

2013.7
2014.7

山形県

平成25年8月9日からの大雨等による災害に関する特別相談窓口
平成29年6月7日から7月27日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2013.8
2017.7

秋田県

平成25年8月9日からの大雨等による災害に関する特別相談窓口
平成28年8月16日から9月1日までの間の暴風雨及び豪雨による災害に関する特別相談窓口

2013.8
2016.9

岩手県

平成27年台風第18号等による大雨に係る災害に関する特別相談窓口2015.9
宮城県

平成23年7月28日からの新潟県等における大雨災害に関する特別相談窓口
平成29年度豪雪に関する特別相談窓口

2011.8
2018.2

新潟県

平成24年8月13日からの大雨による災害に関する特別相談窓口
平成25年台風第18号による大雨等に係る災害に関する特別相談窓口
平成26年8月15日からの大雨に係る災害に関する特別相談窓口
平成29年台風第21号に係る災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び
暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2012.8
2013.9
2014.8
2017.10
2018.7

京都府

平成23年7月28日からの新潟県等における大雨災害に関する特別相談窓口2011.8
福島県

平成23年台風第12号による災害に関する特別相談窓口
平成23年台風第15号による災害に関する特別相談窓口
平成29年台風第21号に係る災害に関する特別相談窓口

2011.9
2011.9
2017.10

三重県

平成23年台風第12号による災害に関する特別相談窓口
平成28年鳥取県中部地震に係る災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2011.9
2016.10
2018.7

鳥取県

平成25年7月22日及び7月28日からの大雨等による災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2013.7
2018.7

島根県

平成23年台風第12号による災害に関する特別相談窓口
平成23年台風第15号による災害に関する特別相談窓口

2011.9
2011.9

奈良県

平成23年台風第12号による災害に関する特別相談窓口
平成23年台風第15号による災害に関する特別相談窓口
平成29年台風第21号に係る災害に関する特別相談窓口

2011.9
2011.9
2017.10

和歌山県

平成21年台風第9号による災害に関する特別相談窓口
平成23年台風第12号による災害に関する特別相談窓口
平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2009.8
2011.9
2018.7

岡山県 平成30年2月4日からの大雪による災害に関する特別相談窓口2018.2
福井県

平成30年大阪府北部を震源とする地震に係る災害に関する特別相談窓口2018.6
大阪府

平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び暴風雨による災害に関する特別相談窓口2018.7
岐阜県

平成30年5月20日から7月10日までの間の豪雨及び
暴風雨による災害に関する特別相談窓口

2018.7
愛媛県

平成23年台風第15号による災害に関する特別相談窓口2011.9
青森県

※自然災害・家畜伝染病で3事業合同設置の
　主な特別相談窓口を掲載

10年間に設置した
災害に関する
主な特別相談窓口※

（2008年10月～2018年8月）

高病原性鳥インフルエンザ関連の特別相談窓口
東日本大震災に関する特別相談窓口
平成28年熊本地震による災害に関する特別相談窓口

2011.1
2011.3
2016.4

全都道府県

北海道

青森

岩手秋田

宮城山形

福島

茨城

栃木
群馬

新潟

長野

山梨

静岡

富山

岐阜

石川

福井

奈良

京都
兵庫

鳥取
島根

岡山
広島

山口

福岡

大分

宮崎
熊本

鹿児島

佐賀

長崎

徳島
香川

愛媛
高知

三重

愛知

埼玉
東京東京

滋賀滋賀

大阪大阪

和歌山和歌山

神奈川神奈川 千葉

う
ま
く
回
っ
て
い
る
時
は
経
済
効
率
を
高
め
経
済

成
長
を
促
す
が
、逆
回
転
し
だ
す
と
収
縮
を
速
め

る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
行
き
過
ぎ
る
傾
向
が
あ
り
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
よ
う
な
場
合
は
、放
置
す

れ
ば
、
健
全
な
経
営
を
し
て
い
る
事
業
者
ま
で
破

た
ん
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
日
本
公
庫
は
政
府
の
危
機
対
策
に
従
っ
て
、セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
役
割
を
果
た
し
た
。
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
、
農
林
漁
業
者
に
対
す
る
融
資
の

電
話
相
談
を
平
日
は
時
間
を
延
長
し
、土
日
も
受

け
付
け
た
。
東
京
、大
阪
、名
古
屋
な
ど
10
支
店
で

は
土
曜
日
も
窓
口
で
相
談
に
応
じ
た
。
2
0
0
9

年
3
月
の
年
度
末
や
同
年
末
に
は
、
さ
ら
に
相
談

体
制
を
強
化
し
た
。

　
安
居
総
裁
は
2
0
1
0
年
6
月
の
記
者
会
見
で

経
済
危
機
へ
の
対
応
を
こ
う
振
り
返
っ
た
。「
発
足

し
て
1
年
8
カ
月
が
経
過
し
、世
界
的
な
経
済
危

機
と
い
う
状
況
の
下
、2
0
0
9
年
度
は
政
策
金

融
機
関
と
し
て
期
待
に
応
え
る
べ
く
役
職
員
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
1
年
で
し
た
」「
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
貸
付
は
2
0
0
9
年
度
に
過
去
最
高
の

5
兆
1
0
0
0
億
円
に
な
り
ま
し
た
」
と
説
明
し
、

「
統
合
し
た
こ
と
で
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
め
て
、

迅
速
か
つ
効
率
的
に
幅
広
い
顧
客
層
に
総
合
的
な

対
応
が
で
き
ま
し
た
」と
述
べ
た
。

　
日
本
公
庫
に
は
、
危
機
対
応
の
基
本
的
な
制
度

が
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
る
。
ま
ず
直
接
融
資
す

る
の
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
関
連
の
貸
付
制
度
で

あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
と
い

う
も
の
が
あ
り
、政
府
の
危
機
対
応
認
定
を
受
け
て
、
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指
定
金
融
機
関
に
資
金
を
供
与
し
た
り
、
指
定
金

融
機
関
が
行
う
損
害
担
保
付
き
貸
付
の
補
償
を
引

き
受
け
た
り
す
る
。
ま
た
各
地
の
信
用
保
証
協
会

が
行
う
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
債
務
保

証
に
対
す
る
保
険
を
引
き
受
け
る
信
用
保
険
等
業

務
が
あ
る
。
さ
ら
に
災
害
復
旧
な
ど
の
特
別
貸
付

が
適
宜
加
わ
る
。

　
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
は
、通
常
の
金
融
取

引
を
超
え
て
、あ
え
て
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
を
意

味
す
る
。
正
に
政
策
金
融
に
求
め
ら
れ
る
役
割
だ
。

2
0
1
1
年
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
、
関

西
地
区
か
ら
宮
城
県
の
石
巻
支
店
に
応
援
の
た
め

に
派
遣
さ
れ
た
神
戸
育
ち
の
職
員
は
、石
巻
市
や

女
川
町
で
見
た
惨
状
が
「
16
年
前
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
と
同
じ
で
、今
も
私
の
中
で
消
化
し
切
れ

て
い
な
い
」と
、戻
っ
て
か
ら
述
懐
し
て
い
る
。

　
商
工
会
議
所
や
商
工
会
、農
協
な
ど
の
事
務
所

も
多
く
が
被
災
し
て
い
る
。
そ
こ
に
職
員
が
出
掛

け
て
融
資
相
談
に
応
じ
た
。
事
務
所
が
壊
滅
的
な

被
害
を
受
け
た
岩
手
県
の
大
槌
商
工
会
で
は
、
震

災
直
後
は
会
長
の
自
宅
の
居
間
で
業
務
を
再
開
。

い
ち
早
く
、そ
こ
に
駆
け
付
け
た
盛
岡
支
店
の
職

員
は
、事
業
の
再
開
の
め
ど
が
立
た
な
い
中
で
、「
借

入
金
の
返
済
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
」と
い
っ
た

事
業
者
の
切
実
な
相
談
対
応
に
当
た
っ
た
。
同
商

工
会
の
経
営
指
導
員
主
任
（
当
時
）
は
、「
相
談
者

で
部
屋
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
時
に
は
、日
本
公
庫
の

方
が
道
端
で
会
員
さ
ん
の
相
談
を
聞
い
て
く
だ

さ
っ
て
い
た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
」と
語
っ

て
い
る
。

　
出
張
相
談
会
や
説
明
会
は
、青
森
、岩
手
、宮
城
、

福
島
、茨
城
の
被
災
5
県
で
震
災
後
1
年
間
に
延
べ

1
4
7
4
回
行
っ
た
。
2
0
1
4
年
12
月
末
で
震
災

関
連
融
資
実
績
は
、全
国
で
累
計
24
万
5
8
1
8
件
、

3
兆
9
7
3
5
億
円
と
、阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
災

害
復
旧
貸
付
の
10
倍
を
超
え
た
。

　
災
害
時
に
は
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
。2
0
1
6

年
4
月
14
日
の
熊
本
地
震
の
後
、
熊
本
県
商
工
会

連
合
会
会
長
（
当
時
）
が
「
友
人
が
午
前
中
、日
本

公
庫
に
借
り
入
れ
を
申
し
込
ん
で
面
談
し
た
ら
、

夕
方
に
は
貸
付
決
定
の
電
話
連
絡
が
あ
っ
た
」
と

語
っ
て
い
た
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
、農
林

漁
業
者
を
問
わ
ず
、
復
興
の
意
欲
に
燃
え
て
い
る

時
に
、資
金
を
早
く
供
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
熊
本
地
震
で
は
、被
災
し
た
事
業
者
に
、地
震
発

生
か
ら
1
年
間
に
1
万
3
3
3
3
件
、1
6
0
8
億

円
を
融
資
し
た
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
関
連
融
資

は
、事
態
が
落
ち
着
け
ば
減
っ
て
い
く
。
そ
こ
か
ら

再
生
が
本
格
化
し
新
事
業
の
創
出
な
ど
が
始
ま
り
、

切
れ
目
の
な
い
支
援
が
必
要
に
な
る
。

　
日
本
公
庫
は
、国
の
成
長
戦
略
等
を
踏
ま
え
、「
創

業
・
新
事
業
」「
事
業
再
生
・
事
業
承
継
」「
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
」「
海
外
展
開
」「
農
林
水
産
業
の
新
た

な
展
開
」
の
5
分
野
を
成
長
戦
略
分
野
と
し
、様
々

な
支
援
を
行
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

日本公庫 統合後
10年間を振り返る

億円 件

2008

158,383

21,217

2009

276,894

51,288

2010

250,772

43,119

2011

219,807

35,813

2012

195,837

33,415

2013

171,195

28,345

2014

152,043

24,542

2015

151,257

24,536

2016

150,262

22,059

2017

127,378

20,132

0

10,000

0

100,000

200,000

300,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000
金額

（注）「セーフティネット関連融資」には災害復旧貸付、東日本大震災復興特別貸付、平成28年熊本地震特別貸付、経営環境変化対応資金、金融環境変化対応資金、農林漁業セーフティネット資金など
が含まれる。

リーマン・ショック
（2008年9月）

円高等対策特別相談窓口
（2010年9月）

東日本大震災に関する
特別相談窓口
（2011年3月）

平成28年熊本地震による
災害に関する特別相談窓口

（2016年4月）

件数

（年度）

Special Report

セーフティネット関連融資(注)実績

成
長
戦
略
分
野
への
支
援
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合
も
大
仕
事
で
し
た
。
旧
機
関
を
前
身
と

す
る
各
事
業
本
部
が
個
々
に
業
務
を
担
い
、

決
算
も
す
る
、
そ
れ
を
会
社
全
体
で
ま
と

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
金
も
か
か
り

大
変
な
作
業
で
し
た
が
、そ
の
結
果
、も
の

す
ご
く
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　

　
2
0
1
3
年
10
月
、細
川
興
一
副
総
裁
と

交
代
し
て
、総
裁
を
退
任
し
ま
し
た
。
私
を

5
年
間
支
え
て
く
れ
て
、よ
く
分
か
っ
て
い

る
細
川
さ
ん
以
外
に
最
適
の
人
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。実
際
、よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
時
、麻
生
太
郎
財
務
大
臣
に
、退
任
し
た

い
と
申
し
上
げ
た
ら
、「
な
ぜ
だ
。
続
け
て

も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
長
く
や
る
の
は
よ
く
な
い
の
で
」
と
説
明

し
た
ら
、「
そ
れ
な
ら
仕
方
な
い
な
」
と
了

解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
―
公
庫
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、期
待
を
一
言

お
願
い
し
ま
す
。

　
日
本
公
庫
は
株
式
会
社
で
す
が
、
利
益

追
求
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
業
者

を
支
援
す
る
と
い
う
公
的
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
を
備

え
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
き
ち

ん
と
し
た
、自
律
し
た
会
社
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
さ
ら
に
女
性
活
躍
を
一
層
進
め
て
も

ら
え
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

た
が
、
普
通
の
会
社
の
合
併
と
は
違
い
ま

す
。
政
府
の
方
針
で
一
緒
に
な
っ
た
も
の

の
、こ
れ
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
問
題
な
く
や
っ

て
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
後
ろ
に
は
人

事
、予
算
に
関
与
す
る
官
庁
が
別
々
に
つ

い
て
い
ま
す
。
形
だ
け
統
合
し
て
も
、四
つ

の
事
業
は
ば
ら
ば
ら
で
実
態
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

　
皆
が
一
つ
の
土
俵
の
上
で
仕
事
を
す
る

よ
う
に
、
国
内
3
事
業
の
支
店
の
統
合
を

進
め
ま
し
た
。
で
き
た
統
合
店
舗
を
見
に

行
く
と
、な
ん
と
中
は
三
つ
に
分
か
れ
て
い

る
の
で
す
。
会
議
を
す
れ
ば
、男
女
別
、グ

ル
ー
プ
別
に
固
ま
っ
て
座
る
始
末
で
し
た
。

そ
れ
が
人
事
交
流
を
し
た
り
、
間
接
部
門

を
一
つ
に
し
た
り
し
て
、段
々
変
わ
り
ま
し

た
。
J
B
I
C
は
途
中
で
分
離
し
ま
し
た

が
、業
務
内
容
が
あ
ま
り
に
も
違
っ
て
い
た

の
で
、や
む
を
得
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
女
性
活
躍
推
進
も
力
を
入
れ
た
一
つ
で

す
。
政
府
系
機
関
の
中
で
は
早
か
っ
た
方

で
し
ょ
う
。
私
は
海
外
を
見
て
い
た
か
ら

で
す
。
米
国
な
ど
で
は
女
性
の
ト
ッ
プ
経

営
者
が
少
な
く
な
い
の
で
す
。
女
性
に
は

優
秀
な
人
が
い
く
ら
で
も
い
ま
す
。
社
外

取
締
役
に
も
女
性
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
改
革
、統

て
も
断
っ
て
い
ま
し
た
が
、ほ
か
に
探
し
た

が
い
な
い
の
で
頼
む
と
押
し
切
ら
れ
た
わ

け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
実
際
に
仕
事
を
や
り

出
し
た
ら
、
い
い
加
減
な
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
中
小
企
業
金
融
公
庫
に
入
っ
て
み
る
と
、

経
営
的
に
気
に
な
る
点
が
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
。
昔
か
ら
の
し
き
た
り
で
、自
律
的

に
経
営
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
で
き
て
い
な

い
。
要
す
る
に
半
分
お
役
所
で
、中
途
半
端

な
の
で
す
。

　
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
整
っ
た
組
織
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
、役
員
合
宿
を
や
り

各
役
員
の
役
割
、
責
任
を
明
確
に
し
ま
し

た
。
そ
の
上
で
権
限
委
譲
を
し
て
業
務
運

営
の
効
率
化
な
ど
を
図
り
ま
し
た
。
役
職

員
が
よ
く
理
解
し
て
動
い
て
く
れ
た
お
か

げ
で
、会
社
と
し
て
一
定
の
方
向
付
け
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
日
本
公
庫
に

な
っ
た
時
、業
務
改
革
の
先
行
事
例
と
し
て

他
の
事
業
が
参
考
に
し
て
く
れ
た
の
は
、あ

り
が
た
か
っ
た
で
す
ね
。

―
―
組
織
運
営
に
あ
た
り
、特
に
力
を
入

れ
て
い
た
取
り
組
み
は
？

　
国
民
生
活
金
融
公
庫
、
農
林
漁
業
金
融

公
庫
、中
小
企
業
金
融
公
庫
、国
際
協
力
銀

行
（
J
B
I
C
）
の
4
機
関
の
統
合
で
し

―
―
日
本
公
庫
統
合
か
ら
10
年
が
経
ち
ま

し
た
。
統
合
前
後
の
印
象
深
い
出
来
事
、初

代
総
裁
の
役
割
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た

こ
と
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
本
公
庫
の
総
裁
に
73
歳
で
な
ろ
う
と

は
、
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
年
の

2
0
0
7
年
1
月
に
中
小
企
業
金
融
公
庫

の
総
裁
に
就
任
し
た
の
も
、私
に
と
っ
て
は

思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

　
年
を
取
っ
て
長
く
ト
ッ
プ
の
仕
事
を
す

る
の
は
、周
り
の
迷
惑
に
な
る
。
そ
う
考
え

て
70
歳
で
区
切
り
を
つ
け
る
た
め
に
、そ
の

歳
で
帝
人
の
会
長
を
退
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
中
小
企
業
金
融
公
庫
総
裁
の

話
が
降
っ
て
き
た
の
で
す
。
経
済
産
業
省

に
強
引
に
要
請
さ
れ
て
、仕
方
な
く
、翌
年

4
機
関
が
一
緒
に
な
る
ま
で
と
期
限
付
き

で
引
き
受
け
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
日
本
公
庫
の
総
裁
を
打
診
さ
れ 安居 祥策 氏

日本公庫 初
代
総
裁
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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様
化
す
る
中
、
女
性
や
若
者
へ
の
融
資
も
増
加
傾

向
に
あ
り
、創
業
の
裾
野
が
広
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、事
業
計
画
の
策
定
や
販
路
開
拓
な
ど
、幅

広
い
創
業
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
た

め
、各
地
域
の
自
治
体
や
商
工
会
議
所
・
商
工
会
、

民
間
金
融
機
関
な
ど
と
連
携
し
て「
創
業
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
て
き
た
。
そ
の
構
築
数
は
、

2
0
1
7
年
度
末
時
点
で
9
7
6
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
民
間
金
融
機
関
と
は
、
創
業
分
野
に
お
け
る

協
調
融
資
商
品
も
多
く
創
設
し
て
お
り
、
連
携
を

強
化
し
て
い
る
。
日
本
公
庫
総
合
研
究
所
で
は
、創

業
企
業
の
5
年
間
の
状
況
変
化
を
追
跡
す
る
「
新

規
開
業
パ
ネ
ル
調
査
」
を
実
施
し
て
お
り
、創
業
時

の
民
間
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
残
高
が
、5
年
後
に

は
約
3.
6
倍
に
増
加
（
日
本
公
庫
か
ら
の
借
入
残

高
は
減
少
）
し
た
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
ま
さ

に
日
本
公
庫
の
融
資
が
呼
び
水
効
果
を
発
揮
し
て

い
る
と
言
え
よ
う
。

　
加
え
て
、創
業
を
活
発
に
す
る
土
壌
づ
く
り
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。「
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ

ラ
ン
プ
リ
」
が
そ
れ
だ
。
こ
れ
は
、日
本
公
庫
の
創

業
支
援
に
関
す
る
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
起
業
教
育

の
現
場
に
還
元
し
、
次
世
代
を
担
う
若
者
の
創
業

マ
イ
ン
ド
の
向
上
を
図
る
目
的
で
、2
0
1
3
年
度

か
ら
開
催
し
て
い
る
。「
高
校
生
を
対
象
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
は
、日
本
公
庫
に
と
っ
て
未
知
の
分
野
で
し

た
。
当
初
、『
本
当
に
で
き
る
の
か
?
』と
多
く
の
指

摘
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
、『
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

や
る
意
義
が
あ
る
』
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
、い
く

つ
も
の
高
校
を
実
際
に
訪
問
し
、
教
員
の
賛
同
を

得
る
な
ど
し
て
、開
催
に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
」
と
当

時
の
担
当
者
は
振
り
返
る
。

　
ま
た
、ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
た
め
、日
本
公
庫
の
職
員
が
高
校
に
訪
問
し
、高

校
生
に
対
し
て
ア
イ
デ
ア
の
発
想
方
法
や
プ
ラ
ン

の
作
成
方
法
に
つ
い
て
講
義
す
る
出
張
授
業
も
積

極
的
に
行
っ
て
き
た
。「
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・

グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
参
加
し
た
高
校
生
は
累
計
で

3
万
3
0
0
0
人
を
超
え
、キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環

と
し
て
参
加
す
る
高
校
も
増
え
て
い
る
。
生
徒
を

引
率
し
た
教
員
か
ら
は
「
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
こ
と
を

創
業
・
新
事
業
へ
の
支
援

　
我
が
国
の
経
済
・
社
会
構
造
の
変
化
及
び

経
営
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
数
は
年
々
減
少
を
続
け
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
地
域
経
済
を
支
え
て
き
た

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
市
場
か
ら
退

出
す
る
こ
と
で
、地
域
の
活
力
が
失
わ
れ
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況

に
お
い
て
、新
た
な
地
域
経
済
の
担
い
手
を

創
出
す
る
べ
く
、創
業
を
促
進
す
る
こ
と
の

意
義
は
大
き
い
。
ま
た
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
の
担
い
手
で
あ
り
、産
業
の
新
陳
代
謝
を

後
押
し
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど
の
新
事

業
を
育
成
す
る
こ
と
は
、我
が
国
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
。

■ 

創
業
支
援

　
国
は
、成
長
戦
略
の
中
で
開
業
率
が
廃
業

率
を
上
回
る
状
態
に
し
、
現
在
の
開
業
率

5
％
台
が
米
国
・
英
国
レ
ベ
ル
の
10
％
台
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
、様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
日
本
公
庫
は
創
業
支
援
の
取
り

組
み
を
推
進
し
て
き
た
。

　
創
業
前
及
び
創
業
後
間
も
な
い
企
業
に
つ
い
て

は
、営
業
実
績
が
乏
し
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、資

金
調
達
が
困
難
な
場
合
が
少
な
く
な
い
。
日
本
公

庫
は
こ
う
し
た
創
業
企
業
に
積
極
的
に
融
資
を
行
っ

て
お
り
、融
資
し
た
創
業
企
業
（
創
業
前
及
び
創
業

後
1
年
以
内
）
は
、2
0
0
8
年
度
以
降
の
10
年
間

で
22
万
企
業
を
超
え
る
。
近
年
は
、経
済
社
会
が
多

日本公庫 統合後
10年間を振り返る

第5回 高校生ビジネスプラン・グランプリ

Special Report

222018.10



日本公庫統合10年の歩み特集

体
制
や
業
務
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
、営
業
体
制
を
構
築

し
つ
つ
、企
業
体
と
し
て
管
理
体
制
を
整
理
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
は
、収
益
実
績
が
乏
し
く
、十
分
な

資
金
供
給
を
受
け
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
が
少
な

く
な
い
。
こ
う
し
た
分
野
に
対
し
て
日
本
公
庫
は

資
金
供
給
を
行
い
、
新
た
な
事
業
を
展
開
す
る
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
の
成
長
を
支
援
し
て
き
た
。

　
新
事
業
の
支
援
に
対
す
る
日
本
公
庫
の
体
制
も

発
足
以
降
、強
化
し
て
き
た
。
2
0
1
2
年
に
、新

事
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
専
門
部
署
を
設
け
、

2
0
1
7
年
に
は
新
事
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
推
進
担
当

を
31
拠
点
に
設
置
す
る
な
ど
、
全
国
的
な
支
援
体

制
を
整
え
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、各
地

で
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
や
民
間
金
融
機
関
、公

的
支
援
機
関
な
ど
と
の
連
携
を
推
進
し
、
地
域
に

根
ざ
し
た
新
事
業
案
件
や
、地
方
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
発
掘
や
支
援
に
つ
な
げ
て
き
た
。

　
ま
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
、事
業
が
成
長
軌
道
に

乗
り
安
定
的
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
ま
で
、一
定
の
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
少
な
く

な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、日
本
公
庫
は

2
0
0
8
年
度
か
ら
中
小
企
業
向
け
に
資
本
性

ロ
ー
ン
の
取
り
扱
い
を
開
始
し
、ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

等
の
資
金
繰
り
を
支
援
し
て
き
た
。
さ
ら
に

2
0
1
2
年
度
か
ら
は
、小
規
模
事
業
者
向
け
に
も

取
り
扱
い
を
開
始
し
、事
業
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、

新
事
業
に
取
り
組
む
事
業
者
を
支
援
す
る
態
勢
を

整
え
て
き
た
。
資
本
性
ロ
ー
ン
は
、期
限
一
括
返
済

で
毎
月
の
元
金
返
済
が
な
く
、ま
た
、こ
の
制
度
に

よ
る
借
り
入
れ
は
、金
融
検
査
上
、自
己
資
本
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
成
長
期
に
あ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
等
は
、

日
々
の
資
金
繰
り
が
安
定
化
す
る
と
と
も
に
、民
間

金
融
機
関
か
ら
の
資
金
調
達
も
し
や
す
く
な
る
と

い
っ
た
効
果
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
日
本
公
庫
は
、
成
長
期
に
あ
る
中
小

企
業
を
支
援
し
て
き
て
お
り
、2
0
1
7
年
度
末
時

点
の
株
式
公
開
企
業
の
約
2
割
、
ま
た
1
9
8
9

年
以
降
に
株
式
公
開
し
た
企
業
に
限
れ
ば
約
3
割

が
、
日
本
公
庫
中
小
企
業
事
業
と
の
取
引
を
経
て

い
る
。
現
在
、日
本
を
代
表
す
る
大
企
業
も
、も
と

は
中
小
企
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
将

来
の
日
本
を
牽
引
し
て
い
く
企
業
・
事
業
の
芽
を
、

民
間
金
融
機
関
と
共
に
育
て
る
こ
と
が
日
本
公
庫

に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

事
業
再
生
・
事
業
承
継
へ
の
支
援

　
地
域
経
済
を
支
え
な
が
ら
も
苦
境
に
陥
っ
て
い

る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
健
全
な
経
営
状

態
へ
と
再
生
を
果
た
す
こ
と
、ま
た
、経
営
者
の
高

齢
化
に
よ
る
廃
業
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
中
、円

滑
な
事
業
承
継
が
実
現
す
る
こ
と
は
、地
域
に
お

け
る
雇
用
の
維
持
・
創
出
に
大
き
な
効
果
を
も
た

ら
す
。
さ
ら
に
、各
地
域
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

す
る
様
々
な
企
業
に
も
間
接
的
に
経
済
効
果
を
も

た
ら
し
、地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
。

■ 

事
業
再
生
支
援

　
日
本
公
庫
は
、事
業
再
生
や
経
営
再
建
に
取
り

通
じ
て
経
済
の
仕
組
み
や
社
会
の
課
題
を
学
ぶ
こ

と
に
な
り
、そ
れ
が
進
学
や
就
職
な
ど
自
ら
の
人
生

の
大
き
な
指
針
と
な
る
」
等
の
評
価
を
得
て
い
る
。

「
高
校
生
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
グ
ラ
ン
プ
リ
」に
参
加

し
た
高
校
生
が
卒
業
後
に
実
際
に
事
業
を
立
ち
上

げ
る
事
例
も
出
始
め
て
お
り
、高
校
生
た
ち
が
そ
れ

ぞ
れ
の
キ
ャ
リ
ア
で
こ
の
経
験
を
生
か
し
、日
本
の

未
来
、地
域
の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
第
1
回
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
愛
媛
県
立

宇
和
島
水
産
高
校
の
生
徒
は
、受
賞
ス
ピ
ー
チ
で
こ

う
語
っ
て
い
た
。「
今
度
は
、地
域
を
背
負
っ
て
、ま

た
、日
本
を
背
負
っ
て
共
に
別
の
場
所
で
会
い
ま

し
ょ
う
。そ
の
日
を
僕
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」と
。

そ
の
日
は
、目
の
前
に
来
て
い
る
。

■ 

新
事
業
支
援

　
一
般
的
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
に
お
い
て
は
、創
業

期
を
乗
り
越
え
た
後
、成
長
に
向
け
て
、資
金
や
人

材
な
ど
の
経
営
資
源
を
調
達
す
る
必
要
や
、
生
産

上／東京都で開催した「事業創造TOKYO LEAGUE」
下／商工会議所と共催した創業支援セミナー
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て
い
る
。
ま
た
、全
国
の
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議

会
と
の
連
携
も
強
化
し
て
お
り
、
同
協
議
会
が

2
0
1
7
年
12
月
末
ま
で
に
再
生
計
画
策
定
支
援

を
完
了
し
た
約
1
万
2
0
0
0
先
の
う
ち
2
割
を

超
え
る
先
の
支
援
に
、
日
本
公
庫
が
関
与
し
て
き

た
。
さ
ら
に
2
0
1
4
年
度
に
は
、日
本
公
庫
が
実

施
し
て
き
た
抜
本
的
な
金
融
支
援
を
含
む
具
体
的

な
事
例
や
金
融
機
関
の
担
当
者
が
事
業
再
生
支
援

に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な
る
基
礎
知
識

を
解
説
し
た
書
籍
を
発
行
。
再
生
支
援
に
関
す
る

日
本
公
庫
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
関
係
機
関
と

シ
ェ
ア
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

■ 

事
業
承
継
支
援

　
優
れ
た
技
術
、サ
ー
ビ
ス
品
質
を
備
え
た
多
様

な
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
存
在
が
日
本
本

来
の
強
み
だ
が
、そ
れ
が
経
営
者
の
高
齢
化
に
よ
る

廃
業
の
増
加
で
損
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
日
本

公
庫
総
合
研
究
所
が

2
0
1
5
年
に
実
施
し
た

「
中
小
企
業
の
事
業
承
継
に

関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調

査
」
で
は
、
経
営
者
の
2
人

に
1
人
が
自
分
の
代
で
廃

業
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
結
果
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た

現
状
等
を
踏
ま
え
中
小
企
業

庁
は
、2
0
1
7
年
に
「
事

業
承
継
5
ヶ
年
計
画
」
を
策

定
し
、支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

　
日
本
公
庫
で
は
、2
0
1
8
年
度
か
ら
業
務
運

営
計
画
に
事
業
承
継
支
援
を
掲
げ
、事
業
承
継
自

体
に
つ
い
て
関
心
を
喚
起
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。
従
前
か
ら
M
&
A
を
は
じ
め
と
し
た
事
業

承
継
を
支
援
す
る
融
資
制
度
を
活
用
し
資
金
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
き
た
が
、今
年
度
は
、事
業
承
継
税
制

が
大
幅
に
改
正
さ
れ
注
目
を
集
め
て
い
る
こ
と
を

踏
ま
え
、日
本
公
庫
は
事
業
承
継
税
制
に
関
す
る

説
明
会
を
全
国
1
3
5
地
域
で
開
催
し
て
い
く
。

　
こ
の
説
明
会
に
は
、
国
税
当
局
や
税
理
士
等
を

講
師
と
し
て
招
き
、
日
本
公
庫
や
民
間
金
融
機
関

の
顧
客
の
ほ
か
、商
工
会
議
所
・
商
工
会
、保
証
協

会
等
の
支
援
機
関
が
参
加
し
、
各
地
域
の
支
援
機

関
が
一
体
と
な
っ
て
事
業
承
継
支
援
が
進
め
ら
れ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。こ
の
取
り
組
み
は
「
融

資
を
す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、円
滑
な
事
業
承

継
を
支
援
す
る
こ
と
で
、中
小
企

業
の
経
営
基
盤
を
し
っ
か
り
守

る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

が
目
的
で
あ
る
」
と
現
総
裁
の

田
中
は
言
い
切
る
。

　
こ
の
ほ
か
、事
業
承
継
に
向
け

た
課
題
の
整
理
や
準
備
計
画
の

策
定
な
ど
事
業
承
継
に
向
け
た

取
り
組
み
を
検
討
で
き
る
ワ
ー

ク
ブ
ッ
ク
、ま
た
、事
業
承
継
に

際
し
て
経
営
者
や
後
継
者
が
ど

の
よ
う
な
思
い
を
持
ち
、ど
の
よ

う
な
課
題
に
取
り
組
ん
だ
の
か

組
む
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
支
援
し
て
き

た
。
と
り
わ
け
2
0
1
3
年
3
月
の
「
中
小
企
業
金

融
円
滑
化
法
」
の
期
限
到
来
等
を
機
に
事
業
再
生

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、経
営
改
善

計
画
書
の
策
定
支
援
、
経
営
課
題
の
解
決
に
向
け

た
ア
ド
バ
イ
ス
や
企
業
再
生
貸
付
等
を
活
用
し
た

経
営
再
建
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
う
し
た
中
、
事
業
再
生
支
援
を
促
進
す
る
た
め

日
本
公
庫
法
が
改
正
さ
れ
、2
0
1
3
年
9
月
か
ら

新
た
な
手
法
と
し
て
デ
ッ
ト・エ
ク
イ
テ
ィ・ス
ワ
ッ

プ（
D
E
S
）の
取
り
扱
い
を
開
始
し
た
。D
E
S
は
、

経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
る
も
の
の
再
生
の
見
込
み

が
あ
る
企
業
に
対
し
て
既
存
債
務
を
株
式
化
す
る

こ
と
で
、そ
の
企
業
の
財
務
内
容
を
改
善
し
、事
業

再
生
を
促
進
す
る
金
融
手
法
で
あ
る
。
中
小
企
業

再
生
支
援
協
議
会
の
関
与
等
、
公
正
な
手
続
き
の

下
、
民
間
金
融
機
関
等
と
協
調
し
て
実
施
で
き
る

企
業
が
、
日
本
公
庫
の
支
援
対
象
と
な
る
。
ま
た

D
E
S
に
加
え
、資
本
性
ロ
ー
ン
、既
存
債
務
を
劣

後
債
務
に
転
換
す
る
こ
と
で
事
業
再
生
を
支
援
す

る
デ
ッ
ト
・
デ
ッ
ト
・
ス
ワ
ッ
プ
（
D
D
S
）
な
ど
の

手
法
も
活
用
す
る
こ
と
で
、
事
業
再
生
に
関
す
る

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
事
業
再
生
支
援
は
、日
本
公
庫
だ
け
で
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
地
域
経
済
を
支
え
る
民
間
金
融
機

関
や
公
的
な
再
生
支
援
機
関
、
そ
の
他
再
生
支
援

の
担
い
手
が
連
携
体
制
を
整
え
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
日
本
公
庫
は
民

間
金
融
機
関
に
呼
び
掛
け
、
再
生
支
援
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
連
携
を
強
化
し

日本公庫 統合後
10年間を振り返る

事業承継税制説明会
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し
た
。
例
え
ば
、N
P
O
法
人
向
け
の
融
資
を
見
る

と
、2
0
1
5
年
度
以
降
、
毎
年
1
0
0
0
件
以
上

の
融
資
を
実
行
す
る
な
ど
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

の
資
金
調
達
の
円
滑
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
日
本
公
庫
の
支
援
先
で
あ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
の
担
い
手
を
具
体
的
に
見
て
み
る
。
例
え
ば
、

児
童
発
達
支
援
事
業
な
ど
を
営
む
N
P
O
法
人

は
、障
が
い
の
あ
る
子
供
た
ち
が
成
人
後
も
働
け

る
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
、日
常
生
活
に
お
け
る

動
作
の
習
得
や
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
と
し
て
、

農
業
を
主
と
し
た
就
労
支
援
事
業
等
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、子
育
て
中
の
母
親
に
対
し
て
母

親
同
士
の
交
流
の
場
を
提
供
し
、女
性
活
躍
推
進

に
関
す
る
啓
蒙
活
動
を
行
う
N
P
O
法
人
、一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
一
般

社
団
法
人
、
地
域
活
性
化
に
向
け
て
観
光
資
源
の

魅
力
を
発
信
す
る
株
式
会
社
な
ど
、様
々
な
社
会

的
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
担
い
手
の
姿
が
そ
こ

に
は
あ
る
。

　
ま
た
、情
報
面
か
ら
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
担

い
手
を
支
援
す
る
た
め
、地
方
公
共
団
体
や
N
P
O

支
援
機
関
、民
間
金
融
機
関
等
と
連
携
し
て
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
継
続
的

に
開
催
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、特
徴
的
な
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
取
り
組
み
や
融
資
の
活
用
方
法
を

テ
ー
マ
と
し
た
事
例
集
の
発
行
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
の
担
い
手
や
専
門
家
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動

画
の
日
本
公
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
、一

般
的
に
金
融
に
不
慣
れ
な
こ
と
が
多
い
ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い
手
に
対
す
る
情
報
提
供
に
注

力
し
て
い
る
。

　
ま
た
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
地
域
の
関
係
機

関
が
一
体
と
な
り
面
的
支
援
を
行
う
た
め
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
を
推
進
し
て
お
り
、2
0
1
7
年
度

末
時
点
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
数
は
全
国
で
1
1
3

と
な
っ
て
い
る
。地
方
公
共
団
体
、民
間
金
融
機
関
、

税
理
士
等
専
門
家
な
ど
と
連
携
し
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
成
す
る
各
支
援
機
関
の
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
と
と
も
に
、
経
営
支
援
セ
ミ

ナ
ー
や
個
別
相
談
会
の
開
催
に
よ
り
、法
人
設
立
、

事
業
計
画
策
定
、資
金
調
達
、人
材
育
成
と
い
っ
た

経
営
課
題
の
解
決
を
支
援
し
て
い
る
。

海
外
展
開
支
援

　
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
中
、多
く
の

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
や
農
林
漁
業
者
に
と
っ

て
、海
外
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
を
広
げ
る
こ
と
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
海
外
に
現
地
法
人
を

設
け
て
工
場
を
建
設
す
る
中
小
企
業
だ
け
で
な
く
、

販
路
拡
大
を
は
じ
め
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

模
索
す
る
小
規
模
事
業
者
、
新
た
な
市
場
を
求
め

て
輸
出
に
挑
戦
す
る
農
業
者
な
ど
、
事
業
者
は
成

長
の
た
め
様
々
な
海
外
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
海
外
展
開
と
言
え
ば
、製
造
業
を
営
む
中
小
企

業
が
、
海
外
に
工
場
を
建
設
し
、
現
地
の
労
働
力

を
活
用
し
て
、競
争
力
の
あ
る
製
品
を
作
る
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な

海
外
展
開
事
例
は
多
い
が
、近
年
は
小
規
模
事
業

者
の
小
売
店
が
越
境
E
C
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
輸

出
に
取
り
組
む
な
ど
、海
外
展
開
に
挑
戦
す
る
事

を
紹
介
す
る
事
例
集
の
発
行
な
ど
を
通
じ
て
、
経

営
者
の
意
識
喚
起
を
進
め
て
い
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス（
N
P
O
法
人
等
）

へ
の
支
援

　
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
介
護
、環

境
保
護
、ま
ち
づ
く
り
・
地
域
活
性
化
な
ど
、地
域

に
は
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
社
会
的

課
題
が
数
多
く
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
課
題

の
解
決
に
向
け
て
、ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
を
活
用
し
て

取
り
組
む
の
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。

　
時
代
の
変
化
に
伴
い
社
会
的
課
題
は
多
様
化
・

複
雑
化
し
て
お
り
、行
政
だ
け
で
は
こ
う
し
た
課
題

へ
の
対
応
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
中
、社
会
的
課
題

や
ニ
ー
ズ
を
市
場
と
し
て
捉
え
、そ
れ
を
解
決
す
る

た
め
の
取
り
組
み
を
持
続
的
な
事
業
活
動
と
し
て

展
開
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
が
一
般
企
業
の
営

利
事
業
と
最
も
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
事
業
の
目
的

と
し
て
利
益
の
追
求
よ
り
社
会
的
課
題
の
解
決
に

重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。ま
た
、ソ
ー
シ
ャ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
異
な
る
と

こ
ろ
は
、
社
会
的
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の
活
動

資
金
を
、
寄
付
や
行
政
か
ら
の
助
成
よ
り
も
ビ
ジ

ネ
ス
の
手
法
に
よ
り
自
ら
稼
ぎ
出
す
こ
と
に
重
点

を
置
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
、

日
本
公
庫
は
統
合
以
降
、
各
種
融
資
制
度
を
活
用

し
支
援
を
行
っ
て
お
り
、2
0
1
5
年
2
月
に
は

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
専
用
の
融
資
制
度
を
創
設
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ド
ル
建
て
で
直
接
融
資
を
行

う
制
度
を
2
0
1
5
年
度
か

ら
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
が
海
外
展
開
を
行
う
際
の

多
様
な
資
金
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
、
日
本
公
庫
は
支
援

ツ
ー
ル
を
新
設
・
拡
充
し
、事

業
者
の
海
外
展
開
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
金
融
面
で
の
支

援
の
ほ
か
、
情
報
提
供
、
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
取
り

組
み
も
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
一
つ
が
海
外
駐
在
員

事
務
所
に
よ
る
現
地
で
の
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
日
本

公
庫
は
、バ
ン
コ
ク
と
上
海
に
海
外
駐
在
員
事
務
所

を
設
置
し
、各
国
・
地
域
の
現
地
市
場
の
状
況
や
投

資
環
境
、ビ
ジ
ネ
ス
上
の
規
制
、現
地
日
系
企
業
の

経
営
課
題
な
ど
の
情
報
を
幅
広
く
収
集
し
、
取
引

先
現
地
法
人
に
情
報
提
供
を
し
て
い
る
。
ま
た
、現

地
日
系
企
業
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
、商
談

会
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
事
業
者
の
経
営
課
題
の

解
決
を
図
っ
て
き
た
。

　
ま
た
、
農
林
漁
業
者
や
食
品
企
業
の
海
外
展
開

を
支
援
す
る
た
め
、2
0
1
3
年
度
か
ら
ト
ラ
イ
ア

ル
輸
出
支
援
事
業
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、輸

出
意
欲
の
あ
る
農
林
漁
業
者
等
に
適
切
な
貿
易
商

社
を
紹
介
し
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
も
の
で
、こ
れ
に

よ
り
輸
出
前
の
事
前
準
備
か
ら
、輸
出
手
続
き
、販

売
ま
で
一
貫
し
た
取
り
組
み
を
支
援
。
ま
た
今
後

の
海
外
輸
出
戦
略
の
立
案
の
た
め
、海
外
で
の
売
れ

行
き
状
況
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
る
。

2
0
1
7
年
度
末
ま
で
に
計
2
0
9
先
が
利
用
し

て
い
る
。

　
ま
た
、日
本
公
庫
が
主
催
す
る
商
談
会
で
あ
る

ア
グ
リ
フ
ー
ド
E
X
P
O
で
は
、日
本
貿
易
振
興
機

構（
J
E
T
R
O
）と
共
催
で
輸
出
相
談
会
を
開
催

し
、海
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
機
会
を
提
供
し
て

い
る
ほ
か
、
海
外
見
本
市
で
の
日
本
公
庫
取
引
先

ブ
ー
ス
の
設
置
、
海
外
商
談
会
へ
の
出
展
支
援
な

ど
に
よ
り
、
農
作
物
等
の
輸
出
を
積
極
的
に
支
援

し
て
い
る
。

農
林
水
産
業
の
新
た
な
展
開
へ
の
支
援

　
基
幹
産
業
が
農
林
水
産
業
で
あ
る
地
域
は
多
く
、

地
域
活
性
化
に
は
農
林
水
産
業
の
持
続
的
な
発
展

が
欠
か
せ
な
い
。
農
山
漁
村
で
は
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
問
題
だ
が
、農
業
の
構
造
改
革
が
進
む
と

と
も
に
、
海
外
で
は
日
本
の
農
水
産
物
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、日
本
公

庫
は
、
農
業
分
野
で
は
新
た
な
国
際
環
境
の
下
で

の
攻
め
の
経
営
展
開
へ
の
取
り
組
み
を
、
林
業
分

野
で
は
地
域
材
の
安
定
供
給
体
制
を
構
築
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
、水
産
業
分
野
で
は
操
業
・
生
産

体
制
の
充
実
・
強
化
を
目
指
す
取
り
組
み
を
、そ
し

て
加
工
流
通
分
野
に
お
い
て
は
、国
産
農
畜
水
産
物

の
利
用
拡
大
や
事
業
の
高
度
化
・
合
理
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
し
て
き
た
。

　
農
林
水
産
業
に
は
、天
候
な
ど
の
影
響
を
受
け

や
す
く
収
益
が
不
安
定
、
投
資
回
収
に
長
期
間
を

業
者
が
増
え
て
お
り
、事
業
規

模
や
業
種
の
多
様
化
も
進
ん

で
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
も

あ
り
、こ
こ
数
年
の
日
本
公
庫

の
海
外
展
開
・
事
業
再
編
資

金
の
利
用
実
績
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。
2
0
1
7
年
度
の
本

資
金
の
国・地
域
別
実
績
で
は
、

中
国
と
A
S
E
A
N
が
約
6

割
を
占
め
る
が
、
最
近
で
は
、

様
々
な
業
種
の
小
規
模
事
業

者
が
輸
出
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
米
国
や
中
東
、ア
フ
リ
カ

諸
国
な
ど
、幅
広
い
国
・
地
域
が
海
外
展
開
の
対
象

と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、中
小
企
業
に
お
い
て
は
、海
外
現
地
法
人

等
の
為
替
リ
ス
ク
の
軽
減
等
を
目
的
に
、現
地
流
通

通
貨
建
て
で
の
長
期
資
金
の
調
達
ニ
ー
ズ
が
増
加

し
て
い
た
。
こ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
日
本
公
庫
は
、

2
0
1
2
年
度
に
海
外
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
を

保
証
す
る
た
め
信
用
状
を
発
行
す
る
ス
タ
ン
ド
バ

イ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
創
設
。
現
在
、提
携
す
る

金
融
機
関
は
12
行
に
上
る
（
2
0
1
7
年
度
末
時

点
）。
さ
ら
に
、同
制
度
を
国
内
各
地
域
の
中
小
企

業
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、2
0
1
3
年
度
か
ら

地
域
金
融
機
関
と
連
携
し
た
ス
キ
ー
ム
の
取
り
扱

い
を
開
始
。
2
0
1
7
年
度
末
ま
で
に
国
内
61
の

地
域
金
融
機
関
と
連
携
し
、
延
べ
23
先
に
対
し
て

信
用
状
を
発
行
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、米
ド
ル
の

資
金
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
中
小
企
業
に
対
し
て
、米
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い
る
。

　
ま
た
、農
家
の
平
均
年
齢
は
67
歳
で
担
い
手
不

足
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、新
規
就
農
を
希
望
す

る
人
も
徐
々
に
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
日
本
公
庫
で
は
、
新
た
に
農
業
経
営
を
開

始
す
る
方
を
対
象
と
し
た
青
年
等
就
農
資
金
の
取

り
扱
い
を
2
0
1
4
年
度
に
開
始
す
る
な
ど
し
て
、

新
規
就
農
を
支
援
。
制
度
取
り
扱
い
開
始
か
ら

2
0
1
7
年
度
末
ま
で
に
累
計
3
5
8
2
先
へ
の

融
資
を
実
施
し
た 

。

　
さ
ら
に
、次
代
を
担
う
農
業
者
の
攻
め
の
経
営

展
開
を
支
援
す
る
た
め
、
農
業
者
の
経
営
者
能
力

や
経
営
戦
略
を
よ
り
積
極
的
に
評
価
す
る
「
事
業

性
評
価
融
資
」
ス
キ
ー
ム
を
2
0
1
5
年
度
に
構

築
。
経
営
の
強
み
を
生
か
す
方
法
や
弱
み
の
打
開

策
を
一
緒
に
検
討
し
、
事
業
者
の
急
速
な
規
模
拡

大
等
を
よ
り
強
力
に
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、I
C
T
を
活
用
し
た
環
境

制
御
と
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
組
み
合
わ
せ
11 

ha
と
い
う
ア
ジ
ア
最
大

級
の
ハ
ウ
ス
で
ト
マ
ト
や
パ
プ
リ
カ
な
ど
を
生
産

す
る
、施
設
園
芸
の
事
例
。
ま
た
、全
国
的
な
生
乳

量
不
足
へ
の
対
応
と
地
域
の
休
耕
田
の
活
用
の
た

め
、
乳
牛
の
頭
数
を
従
来
の
約
5
0
0
頭
か
ら
約

1
7
0
0
頭
へ
と
3
倍
以
上
の
経
営
規
模
に
急
拡

大
さ
せ
た
畜
産
業
の
事
例
な
ど
が
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
融
資
に
加
え
、農
業
法
人
へ
の
出
資
支

援
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
日
本
公
庫
は
、地
域
農

業
の
担
い
手
と
な
る
農
業
法
人
の
自
己
資
本
の
充

実
を
支
援
す
る
た
め
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
事
業

有
す
る
と
い
っ
た
特
性
が
あ
り
、こ
れ
ら
を
考
慮
し

長
期
の
資
金
の
供
給
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
農
業

分
野
に
お
い
て
は
、主
に
市
町
村
か
ら
の
認
定
を
受

け
た
地
域
の
担
い
手
農
業
者
の
経
営
改
善
を
支
援

し
て
き
た
。特
に
近
年
は
、農
業
分
野
で
大
規
模
化
、

集
約
化
、
法
人
化
な
ど
の
構
造
改
革
が
進
ん
で
お

り
、日
本
公
庫
の
農
業
向
け
融
資
は
、近
年
増
加
傾

向
に
あ
り
、約
8
割
が
法
人
向
け
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
近
年
、
民
間
金
融
機
関
も
農
林
業
向
け
融
資

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
直
近
6
年
間
の

設
備
資
金
の
新
規
融
資
は
2.
1
倍
と
増
加
し
て

計
画
の
承
認
を
受
け
た
農
業
法
人
に
投
資
す
る
投

資
事
業
有
限
責
任
組
合（
L
P
S
）及
び
株
式
会
社

に
出
資
を
し
て
い
る
。
同
制
度
は
2
0
1
2
年
か

ら
取
り
扱
い
を
開
始
、2
0
1
4
年
の
制
度
改
正

を
経
て
、2
0
1
7
年
度
末
時
点
で
の
出
資
の
投

資
主
体
は
14
先
と
な
っ
た
。

　
日
本
公
庫
は
、資
金
面
以
外
に
も
農
林
漁
業
者

の
経
営
を
様
々
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
。
農

業
の
特
性
を
理
解
し
た
税
務
・
労
務
・
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
な
ど
の
専
門
家
を
育
成
す
る
た
め
、

2
0
0
5
年
に
「
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」

を
創
設
。
2
0
1
7
年
度
末
ま
で
に
26
回
の
試
験

を
実
施
し
、農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
合
格
者
数

は
、
全
国
で
約
4
5
0
0
人
、
半
数
以
上
の
約

2
6
0
0
人
が
民
間
金
融
機
関
等
の
職
員
と
な
っ

て
い
る
。
加
え
て
2
0
0
8
年
度
に
は
、「
林
業
・
水

産
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」を
創
設
。
各
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
制
度
を
通
じ
て
、日
本
公
庫
の
外
部
に
も

専
門
家
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
農
林
水
産
業
の
経

営
発
展
を
支
援
し
て
い
る
。

　
統
合
後
の
日
本
公
庫
の
あ
り
方
を
定
め
た
「
政

策
金
融
改
革
に
係
る
制
度
設
計
」
に
お
い
て
、各
機

関
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
等
に
よ
り
共
通
の
課
題
に

つ
い
て
連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、従

来
の
垣
根
を
越
え
た
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

努
め
る
な
ど
、
統
合
効
果
の
最
大
限
の
発
揮
を
図
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取
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る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
日
本
公

庫
は
、「
総
合
力
発
揮
へ
の
取
り
組
み
」
を
推
進
し

て
き
た
。こ
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
。

　
日
本
公
庫
に
は
、
統
合
し
た
機
関
を
そ
れ
ぞ
れ

母
体
と
す
る
国
民
生
活
事
業
、農
林
水
産
事
業
、中

小
企
業
事
業
の
三
つ
の
事
業
本
部
が
あ
る
。
こ
れ

ら
が
い
か
に
一
体
と
な
っ
て
相
乗
効
果
を
上
げ
る

か
が
問
わ
れ
て
き
た
。
日
本
公
庫
は
統
合
以
降
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、東
日
本
大
震
災
な
ど
、大
規

模
な
経
済
危
機
、災
害
に
対
応
す
る
た
め
、セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
を
発
揮
し
て
き
た
。
そ
の
間
、お

客
さ
ま
の
立
場
に
立
っ
て
親
身
に
応
対
す
る
と
と

も
に
、各
事
業
が
連
携
し
て
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
り
組

む
な
ど
、お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
き

た
が
、
各
事
業
が
連
携
し
た
取
り
組
み
が
本
格
化

し
た
の
が
、2
0
1
1
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
総

合
力
発
揮
へ
の
取
り
組
み
」
で
あ
る
。こ
れ
は
日
本

公
庫
の
3
事
業
が
持
つ
様
々
な
経
営
資
源
、具
体

的
に
は
、全
国
1
5
2
支
店
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、そ

れ
ぞ
れ
の
顧
客
層
、そ
し
て
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

ノ
ウ
ハ
ウ
、
情
報
等
を
事
業
間
で
共
有
し
活
用
す

る
こ
と
で
、資
金
と
情
報
の
両
面
か
ら
お
客
さ
ま
へ

の
サ
ー
ビ
ス
を
高
め
る
取
り
組
み
だ
。「
お
客
さ
ま

や
地
域
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て
お
り
、3
事
業
の

経
営
資
源
を
フ
ル
に
活
用
し
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
て
い
く
こ
と
が
重
要
。
特
に
地
域
の
活
性
化
を

図
る
上
で
、
統
合
し
た
日
本
公
庫
は
大
き
な
役
割

を
果
た
し
得
る
。
こ
れ
は
『
統
合
の
実
を
国
民
に

還
元
す
る
』
取
り
組
み
だ
」
と
、こ
の
取
り
組
み
を

推
進
し
た
総
合
力
発
揮
推
進
委
員
会
委
員
長
の
細

川
副
総
裁（
当
時
）は
語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
総
合
力
発
揮

へ
の
取
り
組
み
」
は
、地
方
公
共
団
体
が
地
場
産
業

の
活
性
化
な
ど
を
目
的
に
実
施
す
る
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
参
画
、複
数
事
業
が
一
体
と
な
っ
た
金
融

サ
ー
ビ
ス
の
強
化
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
お

客
さ
ま
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
有
益
な
情

報
提
供
等
を
軸
に
、
全
支
店
で
積
極
的
に
対
応
し

て
き
た
。
ま
た
、取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、支
店

毎
に
「
総
合
力
発
揮
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、定
期

的
に
本
店
に
進
捗
を
報
告
す
る
仕
組
み
と
し
た
。

こ
れ
は
、本
店
か
ら
の
一
律
の
指
示
に
よ
る
画
一
的

な
取
り
組
み
で
な
く
、
支
店
が
地
域
や
現
場
の
お

客
さ
ま
に
向
き
合
い
、ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
、自
律

的
、
主
体
的
な
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
企
図
し
た

か
ら
だ
。

　
そ
う
し
た
中
、2
0
1
4
年
12
月
に「
ま
ち・ひ
と・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
、各
地
方
自

治
体
が
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
政
府
系
金
融
機
関
等
の
知
見
を
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
日
本
公
庫
は
、

以
前
か
ら
「
総
合
力
発
揮
へ
の
取
り
組
み
」
の
一
環

と
し
て
、地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
を
進
め
て

お
り
、一
定
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
経
験
を
蓄
積
し
て
い
た
。

そ
こ
で
日
本
公
庫
は
、約
1
7
0
0
あ
る
全
て
の
地

方
自
治
体
（
沖
縄
県
を
除
く
）
と
接
触
し
、地
方
自

治
体
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
、戦
略
の
策
定
に
積

極
的
に
参
画
し
て
き
た
。
実
際
に
7
0
0
余
り
の

地
方
自
治
体
か
ら
戦
略
策
定
の
た
め
の
協
力
要
請

を
受
け
、
支
店
長
等
が
総
合
戦
略
策
定
委
員
等
に

日本公庫 統合後
10年間を振り返る

連携先別プロジェクト参画数 参画するプロジェクトの施策別内訳（注）

（件）

（年度）

その他（公的機関等） 市町村 都道府県

100

200

300

400

0
93

213

33
339

91

254

30
375

101

267

29
397

2015 2016 2017

創業・ベンチャー支援・
新事業・新分野

50％

地域資源・観光支援
10％

その他（まちづくり、セーフティネット支援等）
24％

経営革新・
企業立地等
中小企業施策
6％

6次産業化、農業参入
10％

合計
397件

（注）日本公庫による分類
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日本公庫統合10年の歩み特集

た
。最
終
責
任
者
と
し
て
の
重
さ
は
副
総
裁

時
代
と
は
格
段
に
違
い
ま
す
が
、そ
れ
が
意

欲
を
か
き
立
て
る
力
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、現
場
の
生
の
情
報
を
知
る
の
が

最
も
大
事
だ
と
考
え
て
お
り
、
支
店
も
延

べ
1
4
9
カ
所
を
回
り
、
職
員
と
直
接
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
で
は
、
顧
客
企
業
に
職
員
を

1
年
間
派
遣
し
て
実
地
に
学
ぶ
こ
と
な
ど

に
力
を
入
れ
、
そ
の
経
験
者
は
累
計
約

1
0
0
人
に
上
り
ま
す
。

　
2
0
1
5
年
春
に
、広
報
誌
『
日
本
公
庫

つ
な
ぐ
』
を
統
合
の
集
大
成
と
い
う
思
い

を
込
め
て
発
刊
し
ま
し
た
。
当
初
は
、広
報

誌
は
各
事
業
本
部
が
出
し
て
い
る
か
ら
よ

い
と
い
う
こ
と
で
、全
体
の
も
の
は
出
す
雰

囲
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。『
日
本
公

庫
つ
な
ぐ
』
の
発
刊
は
、一
体
感
が
深
ま
っ

た
証
で
あ
り
、
そ
れ
を
目
指
し
た
も
の
と

も
言
え
ま
す
。

―
―
公
庫
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、期
待
を
一
言

お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
政
策
金
融
の
機
能
と
は
何

か
、常
に
原
点
に
立
ち
帰
り
、問
い
か
け
な

が
ら
、的
確
に
発
展
さ
せ
て
ほ
し
い
。組
織・

人
事
な
ど
に
つ
い
て
は
、各
事
業
に
分
立
し

た
現
体
制
の
ま
ま
が
い
い
の
か
ど
う
か
、ま

た
、
3
事
業
を
ま
と
め
た
よ
う
な
総
合
的

な
資
金
が
考
え
ら
れ
な
い
か
、い
ろ
い
ろ
議

論
す
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

ま
し
た
。

　
私
も
加
わ
っ
て
何
度
も
議
論
し
て
作
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、支
店
に
行
く
た
び
に
職

員
と
『
行
動
規
範
』
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し

た
。
最
初
は
「
当
た
り
前
で
は
」
と
い
う
反

応
で
し
た
が
、職
員
の
不
断
の
努
力
に
よ
り
、

自
分
の
経
験
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
繰
り
返

し
て
考
え
て
い
く
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
統
合
の
実
を
上
げ
る
の
も
一
筋

縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。
当
初
は
、例
え
ば
、

役
員
合
宿
で
も
、皆
あ
ま
り
発
言
せ
ず
、自

分
の
事
業
の
殻
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
感

じ
で
し
た
。

　
国
民
生
活
、農
林
水
産
、中
小
企
業
の
3

事
業
を
あ
わ
せ
た
総
合
力
を
い
か
に
発
揮

す
る
か
、総
裁
の
指
示
に
よ
り
、副
総
裁
の

特
命
事
項
と
し
て
取
り
出
し
て
取
り
組
み

ま
し
た
。
各
事
業
か
ら
若
手
課
長
を
集
め

て
議
論
し
た
ら
、自
由
闊
達
に
よ
い
ア
イ
デ

ア
が
ド
ン
ド
ン
出
る
の
で
す
。
3
事
業
を

束
ね
る
統
合
支
店
長
が
主
導
し
て
、
地
方

創
生
や
農
商
工
連
携
な
ど
に
参
画
し
、
具

体
的
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

―
―
総
裁
就
任
後
、特
に
力
を
入
れ
て
き

た
取
り
組
み
は
？

　
総
裁
就
任
後
も
、
引
き
続
き
統
合
効
果

を
上
げ
て
政
策
金
融
の
あ
り
方
を
し
っ
か

り
と
追
求
す
る
と
と
も
に
、安
居
前
総
裁
が

打
ち
出
し
た
施
策
の
充
実
に
も
努
め
ま
し

る
か
が
私
の
最
大
の
役
目
で
し
た
。

―
―
印
象
深
い
出
来
事
、役
割
と
し
て
受

け
止
め
て
い
た
こ
と
は
？

　
政
策
金
融
機
関
と
し
て
一
番
大
き
な
役

割
は
、
災
害
や
金
融
危
機
な
ど
に
際
し
て

経
済
を
支
え
る
機
能
で
す
。
統
合
時
に
は
、

新
た
に
、
指
定
金
融
機
関
を
介
し
て
資
金

を
供
給
す
る「
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
」が
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
に
加
わ
り
ま
し

た
。

　「
危
機
」
発
動
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、副
総
裁
の
直

接
の
担
当
に
な
っ
た
の
で
す
が
、発
足
直
前

に
、リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
て
、い
き

な
り
大
変
で
し
た
。

　
3
年
後
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
何
度

か
繰
り
返
し
た
視
察
の
中
で
、
岩
手
県
大

槌
町
の
商
工
会
の
女
性
経
営
指
導
員
が
涙

な
が
ら
に
語
る
話
を
聞
き
ま
し
た
。
公
庫

の
職
員
が
商
工
会
の
仮
事
務
所
に
い
ち
早

く
駆
け
付
け
て
路
上
で
融
資
業
務
を
始
め
、

被
災
企
業
の
支
援
に
当
た
っ
た
と
い
う
の

で
す
。
政
策
金
融
の
役
割
と
は
何
か
を
、

生
々
し
い
形
で
体
験
し
て
確
認
し
た
わ
け

で
す
。

　
他
方
、あ
る
職
員
が
民
間
よ
り
有
利
に

借
り
ら
れ
ま
す
と
い
う
ビ
ラ
を
配
る
事

件
が
起
き
ま
し
た
。
安
居
総
裁
が
果
断
に

対
処
さ
れ
、
そ
の
上
で
、
再
発
防
止
の
た

め
に
「
行
動
規
範
」
を
作
る
こ
と
に
な
り

―
―
日
本
公
庫
統
合
か
ら
10
年
が
経
ち
ま

し
た
。
統
合
時
、副
総
裁
に
就
任
し
た
時
の

思
い
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
本
公
庫
は
、
小
泉
純
一
郎
首
相
が
推

進
し
た
政
策
金
融
改
革
に
よ
っ
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
そ
の
設
計
作
業
に
、私
は
財
務
事

務
次
官
と
し
て
携
わ
り
ま
し
た
。

　
で
す
か
ら
副
総
裁
に
な
っ
て
、そ
の
実
効

を
上
げ
る
た
め
責
任
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

形
に
な
っ
た
公
庫
を
よ
り
良
く
成
熟
さ
せ

た
い
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。
小
泉
首
相

の
改
革
の
目
的
は
、“
官
か
ら
民
へ
”
の
考

え
方
の
下
、政
策
金
融
機
関
を
一
つ
に
す
れ

ば
効
率
化
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
意
味
で
、ま
ず
統
合
の
実
を
上
げ

る
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、民
業
補
完
と
し
て

の
政
策
金
融
機
関
の
あ
り
方
を
確
立
す
る
。

こ
の
二
つ
が
使
命
だ
と
考
え
ま
し
た
。
こ

う
し
た
観
点
か
ら
、安
居
祥
策
総
裁
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、総
裁
を
い
か
に
補
佐
す 細川 興一 氏

日本公庫 第
二
代
総
裁
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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日本公庫 統合後
10年間を振り返る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
全
国
で
3
9
7
件
に
の
ぼ
っ
て

い
る
。
そ
の
う
ち
約
9
割
で
、3
事
業
一
体
と
な
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
活
用
し
、プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
す
る
事
業
者
へ
の
融
資
ま
で
至
っ

て
い
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
た
細
川
前
総
裁
は
、

地
方
創
生
を
論
じ
る
時
に
「
啐そ
っ
た
く啄

同ど
う
じ時

」
と
い
う

言
葉
を
用
い
た
。
こ
れ
は
禅
宗
の
言
葉
で
、ヒ
ヨ
コ

が
中
か
ら
卵
の
殻
を
つ
つ
き
、そ
の
音
を
聞
い
た

母
鶏
が
外
か
ら
殻
を
た
た
い
て
殻
を
破
る
。
弟
子

が
考
え
抜
い
て
機
が
熟
し
た
時
に
、師
が
す
か
さ

ず
教
え
を
与
え
て
、悟
り
を
開
か
せ
る
と
い
う
意

味
と
の
こ
と
。「
地
域
活
性
化
に
し
ろ
、事
業
に
し
ろ
、

当
事
者
が
内
か
ら
殻
を
つ
つ
く
こ
と
が
必
要
。
日

本
公
庫
は
そ
の
つ
つ
く
音
を
聞
き
逃
さ
ず
に
外
か

ら
殻
を
た
た
き
、花
開
く
よ
う
に
し
た
い
」と
言
う
。

日
本
公
庫
の
各
支
店
は
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に
着

目
す
る
と
と
も
に
、地
域
が
自
ら
思
い
描
く
ス
ト
ー

リ
ー
を
的
確
に
把
握
し
、機
を
逃
さ
ず
こ
れ
に
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　「
総
合
力
発
揮
へ
の
取
り
組
み
」の
一
つ
と
し
て
、

お
客
さ
ま
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
有
益

な
情
報
の
提
供
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
そ
の
主
な
取
り
組
み
が
、事
業
間
連
携
に
よ

る
マ
ッ
チ
ン
グ
だ
。
日
本
公
庫
の
融
資
先
は
、中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
か
ら
農
林
漁
業
者
ま
で

約
97
万
社
で
、お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
も
様
々
だ
。

こ
の
よ
う
な
中
、全
国
に
支
店
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

持
ち
、農
・
商
・
工
・
サ
ー
ビ
ス
業
と
ほ
ぼ
全
て
の

業
種
の
顧
客
層
を
有
す
る
日
本
公
庫
に
対
し
、お

就
任
し
、
日
本
公
庫
の
知
見
に
基
づ
く
提
案
等
を

行
う
な
ど
、
同
戦
略
の
各
種
施
策
の
立
案
に
貢
献

し
た
。

　
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
で
は
、す
で
に
い

く
つ
も
成
功
事
例
が
出
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、長

野
県
で
は
県
産
ワ
イ
ン
を
核
と
し
た
農
業
、醸
造
、

販
売
、観
光
な
ど
の
産
業
を
有
機
的
に
結
び
付
け

て
地
域
振
興
に
つ
な
げ
る
「
信
州
ワ
イ
ン
バ
レ
ー
構

想
」
を
推
進
し
て
い
る
。
日
本
公
庫
は
、こ
れ
か
ら

ワ
イ
ン
醸
造
を
始
め
る
新
規
就
農
者
に
対
し
て
、

資
金
面
で
の
支
援
は
も
と
よ
り
、ワ
イ
ナ
リ
ー
経
営

の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
先
行
事
例
な
ど
の
情
報

を
提
供
す
る
ア
カ
デ
ミ
ー
の
講
師
と
し
て
も
参
加
。

資
金
・
情
報
両
面
の
提
供
に
よ
り
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
支
援
。
ま
た
、同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
生
産
だ
け

で
な
く
観
光
や
販
売
面
で
の
成
果
も
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、こ
の
面
で
も
、飲
食
店
や
小
売
店
へ
の
融

資
や
、日
本
公
庫
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

た
販
路
開
拓
支
援
な
ど
を
実
施
し
、
地
域
活
性
化

に
貢
献
し
て
き
た
。
ま
た
、ユ
ニ
ー
ク
な
事
例
と
し

て
は
、
鳥
取
県
米
子
市
が
2
0
1
5
年
10
月
に
策

定
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
米
子
が
い
〜
な
! 

暮
ら
し
や
す
さ
日
本
一
!!
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、米
子
弁
で「
大
き
い
」こ
と
を
意
味
す
る「
が
い

な
」と「
が
良
い
な
」を
掛
け
た
も
の
で
、市
の
地
方

版
総
合
戦
略
に
助
言
す
る
有
識
者
会
議
委
員
に
就

任
し
て
い
た
日
本
公
庫
米
子
支
店
長
（
当
時
）
の
ア

イ
デ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
各

地
で
積
極
的
な
取
り
組
み
を
進
め
、2
0
1
7
年

度
末
時
点
で
は
、日
本
公
庫
が
参
画
し
て
い
る
地
域

UIJターンセミナーでの
相談ブース

アグリフードEXPO
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日本公庫統合10年の歩み特集

て
い
る
移
住
・
定
住
政
策
を
受
け
、日
本
公
庫
は
、

U
I
J
タ
ー
ン
に
よ
り
地
方
で
創
業
・
新
規
就
農

す
る
方
の
支
援
に
注
力
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、全
国

1
5
2
支
店
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
創
業
や
就
農
支

援
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
も
の
で
、U
I
J

タ
ー
ン
に
よ
る
創
業
等
に
関
心
が
あ
る
方
を
対
象

に
、東
京
や
大
阪
な
ど
の
大
都
市
で
、地
方
自
治
体

と
協
力
し
て
移
住
者
の
体
験
談
を
紹
介
し
た
り
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
含
む
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
開
催
し
て
い
る
。U
I
J
タ
ー
ン
に
よ
る
創
業
や

就
農
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
都
市
部
と
地
方
の
支
店

が
自
治
体
等
と
も
連
携
し
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
サ

ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
る
。
例
え
ば
、以
前
か
ら
何

度
も
訪
れ
て
い
た
淡
路
島
の
自
然
と
食
に
魅
了
さ

れ
て
東
京
か
ら
I
タ
ー
ン
を
し
、地
元
食
材
の
販
売

業
を
起
こ
し
た
事
業
者
な
ど
、地
方
で
芽
吹
く
事

業
を
支
援
し
て
い
る
。

統
合
時
か
ら
の
民
業
補
完
の
取
り
組
み

　
日
本
公
庫
の
設
立
根
拠
法
で
あ
る
日
本
公
庫
法

の
第
1
条
に
は
、「
一
般
の
金
融
機
関
が
行
う
金
融

を
補
完
す
る
こ
と
を
旨
と
し
つ
つ
（
略
）
も
っ
て
国

民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」

と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
日
本
公
庫
は
統
合
時
か
ら

『
政
策
金
融
の
的
確
な
実
施
』を
基
本
理
念
に
掲
げ
、

国
の
政
策
の
下
、
民
間
金
融
機
関
の
補
完
を
旨
と

し
つ
つ
、社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、種
々
の
手

法
に
よ
り
、
政
策
金
融
を
機
動
的
に
実
施
す
る
こ

と
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
折
し
も
日
本
公
庫
が
統
合
し
た
2
0
0
8
年
度

は
、9
月
に
発
生
し
た
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
契

機
と
し
た
世
界
的
な
金
融
危
機
と
世
界
同
時
不
況

の
中
で
、
日
本
経
済
も
ま
た
内
需
の
停
滞
と
外
需

の
急
減
速
に
直
面
し
、
金
融
環
境
も
厳
し
い
も
の

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、日
本
公
庫
は
、政
策

金
融
機
関
と
し
て
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
の
発

揮
が
求
め
ら
れ
、民
間
金
融
機
関
の
「
量
的
補
完
」

を
す
る
こ
と
で
、日
本
経
済
を
支
え
て
き
た
。
そ
の

後
も
、2
0
1
1
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
、

2
0
1
6
年
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
、2
0
1
8
年

7
月
に
発
生
し
た
豪
雨
な
ど
の
大
規
模
自
然
災
害

か
ら
の
復
興
支
援
等
に
お
い
て
も
、
求
め
ら
れ
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
を
発
揮
し
て
き
た
。

　
こ
の
間
、多
く
の
民
間
金
融
機
関
と
の
業
務
連

携
を
進
め
て
き
て
お
り
、2
0
1
7
年
度
末
時
点

で
4
9
5
機
関
と
「
業
務
連
携
・
協
力
に
か
か
る

覚
書
」
を
締
結
。
覚
書
の
締
結
に
あ
た
っ
て
は
連

携
す
る
業
務
分
野
等
を
明
確
に
し
て
お
り
、
創
業

や
事
業
再
生
、農
林
漁
業
の
支
援
な
ど
、民
間
金
融

機
関
か
ら
よ
り
求
め
ら
れ
る
分
野
に
お
い
て
連
携

を
進
め
る
な
ど
「
質
的
補
完
」
を
行
っ
て
き
た
。
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、あ
ら
か
じ
め
融
資

案
件
の
紹
介
ル
ー
ル
等
を
取
り
決
め
た
「
協
調
融

資
ス
キ
ー
ム
」を
構
築
し
、共
同
で
融
資
審
査
を
行

う
な
ど
し
て
協
調
融
資
を
推
進
し
て
き
た
結
果
、

近
年
、
協
調
融
資
実
績
が
増
加
し
て
お
り
、

2
0
1
7
年
度
は
2
万
3
0
8
0
件
、7
5
0
5
億

客
さ
ま
か
ら
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ニ
ー
ズ
は
強
い
も
の
が

あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、日
本
公
庫
は
、支
店
・
地

域
単
位
か
ら
全
国
規
模
ま
で
、様
々
な
商
談
会
を

開
催
し
、お
客
さ
ま
同
士
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、毎
年
横
浜
で
開
催
し
て
い
る
「
全
国
ビ

ジ
ネ
ス
商
談
会
」
に
は
、製
造
業
を
中
心
に
全
国
か

ら
幅
広
い
業
種
の
中
小
企
業
が
参
加
し
、
大
手
企

業
も
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
招
聘
し
て
い
る
。
2
0
1
7

年
度
に
開
催
し
た
第
10
回
商
談
会
で
は
、
過
去
最

高
の
8
8
2
社
が
参
加
。
中
小
企
業
向
け
に
金
融

機
関
が
単
独
で
主
催
す
る
全
国
規
模
の
商
談
会
と

し
て
は
、国
内
最
大
規
模
と
な
っ
て
い
る
。
参
加
企

業
か
ら
は
「
毎
年
商
談
の
成
果
が
あ
り
、売
上
に
結

び
付
い
て
い
る
」、
大
手
企
業
か
ら
は
「
面
談
し
た

参
加
企
業
と
は
、
今
後
も
商
談
を
継
続
す
る
こ
と

に
な
っ
た
」と
の
声
が
聞
か
れ
る
。

　
ま
た
、国
産
農
産
物
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
ア
グ
リ

フ
ー
ド
E
X
P
O
」
は
、「
国
産
」
に
こ
だ
わ
り
広
域

に
販
路
拡
大
を
目
指
す
プ
ロ
農
業
者
た
ち
が
参
加

す
る
全
国
規
模
の
展
示
商
談
会
だ
。
2
0
0
6
年

度
か
ら
開
催
し
て
お
り
、現
在
は
年
2
回
、東
京
と

大
阪
で
開
催
。
2
0
1
7
年
度
は
、合
計
1
1
0
0

先
以
上
の
プ
ロ
農
業
者
等
が
参
加
し
た
。
商
談
会

に
は
海
外
バ
イ
ヤ
ー
を
招
き
、海
外
へ
の
販
路
拡
大

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、東
日
本
大
震
災
や
熊

本
地
震
な
ど
被
災
地
の
特
産
品
を
P
R
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、地
域
活
性
化
に
も
つ
な
が
る

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
近
年
は
、地
方
創
生
の
た
め
進
め
ら
れ

民
間
金
融
機
関
と
の
連
携
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求
め
ら
れ
る
分
野
の
一
つ
に「
事
業
再
生
」が
あ
る
。

中
小
企
業
等
の
事
業
再
生
の
場
面
で
は
、
既
存
債

権
の
損
失
処
理
や
再
生
計
画
の
実
現
可
能
性
の
評

価
、債
権
者
間
の
利
害
調
整
等
の
問
題
に
、取
引
金

融
機
関
が
連
携
し
て
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
。こ
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て
日
本
公
庫

は
、デ
ッ
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
・
ス
ワ
ッ
プ
（
D
E
S
）

や
デ
ッ
ト
・
デ
ッ
ト
・
ス
ワ
ッ
プ
（
D
D
S
）、資
本

性
ロ
ー
ン
な
ど
の
金
融
手
法
を
活
用
し
て
、政
策
金

融
機
関
と
し
て
求
め
ら
れ
る
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
積

極
的
に
行
う
こ
と
で
、
中
小
企
業
等
の
事
業
再
生

を
強
力
に
後
押
し
し
て
い
る
。
ま
た
、日
ご
ろ
か
ら

情
報
交
換
会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
地
域
の
民

間
金
融
機
関
と
の
連
携
関
係
を
構
築
・
維
持
す
る

こ
と
で
、
事
案
が
発
生
し
た
際
に
円
滑
な
支
援
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
金
融
面
以
外
の
連
携
の
取
り
組
み
の
一
つ
に
、農

業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
活
動
が
あ
る
。
こ

の
資
格
制
度
は
「
農
業
の
特
性
を
理
解
し
て
い
る

税
務
、労
務
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
専
門
家
に

よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
い
」と
の
多
く
の
農
業
者

か
ら
の
要
望
に
応
え
、
日
本
公
庫
が
農
業
融
資
を

通
じ
て
長
年
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
、2
0
0
5
年
に
創
設
し
た
も
の
だ
。
当

初
は
内
部
資
格
制
度
だ
っ
た
も
の
を
外
部
に
開
放

し
、2
0
1
7
年
度
末
時
点
の
合
格
者
約
4
5
0
0

人
の
う
ち
民
間
金
融
機
関
等（
信
連・農
協
を
含
む
）

の
職
員
は
約
2
6
0
0
人
と
な
っ
て
い
る
。さ
ら
に

都
道
府
県
ご
と
に
農
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
連
絡

協
議
会
を
設
け
、様
々
な
業
種
の
農
業
経
営
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
連
携
し
て
農
業
者
の
経
営
相
談
に
対

応
す
る
体
制
も
整
備
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
民
間
金
融
機
関
と
連
携
し
た
特
徴
的

な
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
が
、日
本
公
庫
の
3
事

業
は
統
合
以
前
の
旧
組
織
の
時
か
ら
民
間
金
融
機

関
と
連
携
し
、金
融
機
能
を
発
揮
し
て
き
た
。
長
年

に
わ
た
り
民
間
金
融
機
関
へ
の
貸
付
業
務
の
委
託

を
通
じ
て
、
国
の
政
策
に
基
づ
き
中
小
企
業
等
が

必
要
と
す
る
資
金
の
融
通
で
連
携
し
た
ほ
か
、
大

型
の
設
備
投
資
案
件
や
特
定
の
分
野
に
お
い
て
、

リ
ス
ク
シ
ェ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
等
を
目
的
と

し
た
協
調
融
資
等
も
行
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に

時
代
背
景
や
金
融
環
境
の
変
化
等
に
よ
り
様
々
な

連
携
の
形
が
あ
り
得
る
の
だ
ろ
う
。

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た

民
間
金
融
機
関
連
携
の
取
り
組
み
の
推
進

　
こ
れ
ま
で
民
間
金
融
機
関
と
の
連
携
を
推
進
し

て
き
た
こ
と
で
、協
調
融
資
実
績
が
増
加
し
、良
好

な
連
携
事
例
も
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

全
国
地
方
銀
行
協
会
が
実
施
す
る
会
員
行
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、日
本
公
庫
と
の
協
調
事
例
と
と
も

に
、問
題
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、事
業
者
、民
間
金
融
機
関
、日
本
公
庫
の
3

者
間
の
関
係
か
ら
出
て
く
る
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
・

ギ
ャ
ッ
プ
（
認
識
相
違
）
の
問
題
も
含
ん
で
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
日
本
公
庫
が
2
0
1
8
年
度
か
ら
開
始
し
た
の

が
、「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
民
間
金
融
機
関

連
携
の
取
り
組
み
の
推
進
」
だ
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は

円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
日
本
経
済

の
持
続
的
な
成
長
・
発
展
の
た
め
、民
間
金
融
機
関

と
連
携
し
、中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
、農
林
漁

業
者
の
経
営
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

協
調
融
資
等
の
連
携
の
形

　
民
間
金
融
機
関
と
の
協
調
融
資
件
数
が
最
も

多
い
の
が
創
業
者
等
の
小
規
模
事
業
者
向
け
融
資

で
あ
る
。
特
に
、創
業
分
野
に
つ
い
て
は
、営
業
実

績
が
乏
し
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、資
金
調
達
が

困
難
な
場
合
が
少
な
く
な
い
創
業
企
業
に
対
し

て
、
日
本
公
庫
は
積
極
的
に
融
資
を
行
い
、
支
援

し
て
き
た
。
協
調
融
資
に
つ
い
て
は
、
日
本
公
庫

と
民
間
金
融
機
関
の
協
調
融
資
を
前
提
と
し
た

協
調
融
資
商
品
を
創
設
し
、お
客
さ
ま
に
協
調
融

資
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
で
連
携
を

強
化
し
て
い
る
。
加
え
て
、創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

の
共
催
や
、日
本
公
庫
、民
間
金
融
機
関
、行
政
等

が
連
携
し
た
「
創
業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構

築
な
ど
（
2
0
1
7
年
度
末
時
点
で
9
7
6
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）、創
業
を
希
望
す
る
方
に
対
し
、融
資

だ
け
で
な
く
、事
業
計
画
の
策
定
、販
路
確
保
の
た

め
の
情
報
提
供
等
、事
業
の
立
ち
上
げ
に
必
要
な

支
援
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提
供
す
る
取
り
組
み
も

広
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が
ノ
ウ
ハ
ウ

や
情
報
を
持
ち
寄
り
、創
業
企
業
を
支
援
す
る
こ

と
で
、地
域
経
済
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

　
日
本
公
庫
が
民
間
金
融
機
関
か
ら
連
携
を
よ
り

日本公庫 統合後
10年間を振り返る
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統
合
効
果

　
日
本
公
庫
は
、統
合
前
に
2
3
3
あ
っ
た
店
舗

を
、
同
一
地
域
に
存
在
す
る
店
舗
の
統
合
を
進
め

1
5
2
に
削
減
し
た
。
一
方
で
、新
た
に
26
支
店
に

農
林
水
産
事
業
を
設
置
し
た
ほ
か
4
支
店
に
中
小

企
業
事
業
を
設
置
し
、
全
国
67
地
域
の
統
合
支
店

で
多
様
化
す
る
お
客
さ
ま
の
要
望
に
適
時
・
的
確

に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
た
。
ま
た
、総
合
受

付
を
整
備
す
る
こ
と
で
、中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
か
ら
農
林
漁
業
者
ま
で
幅
広
い
規
模
・
業
種
の

お
客
さ
ま
に
対
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。こ
の
よ
う
に
進
め

て
き
た
店
舗
統
合
は
2
0
1
5
年
10
月
19
日
の
横

浜
支
店
の
統
合
を
も
っ
て
完
了
。
店
舗
統
合
セ
レ

モ
ニ
ー
に
臨
ん
だ
細
川
総
裁（
当
時
）は
、「
こ
の
店

舗
統
合
を
機
に
、
器
に
魂
を
入
れ
る
べ
く
職
員
一

人
ひ
と
り
が
『
一
つ
の
日
本
公
庫
』
と
し
て
思
い
を

新
た
に
、統
合
の
実
を
国
民
の
皆
さ
ま
に
還
元
す

る
た
め
の
さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
」と

力
強
く
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
店
舗
と
並
ん
で
大
き
な
統
合
効
果
が
あ
っ
た
の

が
シ
ス
テ
ム
の
統
合
だ
。
統
合
時
に
は
旧
組
織
か

ら
引
き
継
い
だ
事
業
ご
と
に
異
な
る
シ
ス
テ
ム
が

乱
立
。
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
（
大
型
汎
用
機
）
と
呼
ぶ

大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
13
台
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
を

複
数
の
大
手
I
T
ベ
ン
ダ
ー
が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し

て
い
た
。
ま
た
サ
ー
バ
ー
は
約
7
7
0
台
も
あ
る
な

ど
、コ
ス
ト
が
高
止
ま
り
。
そ
こ
で
メ
イ
ン
フ
レ
ー

ム
を
全
廃
し
、オ
ー
プ
ン
な
技
術
や
仮
想
化
技
術

を
利
用
す
る
こ
と
で
サ
ー
バ
ー
を
集
約
化
す
る
等

の
「
シ
ス
テ
ム
最
適
化
計
画
」
を
2
0
1
0
年
10
月

に
策
定
。
こ
の
計
画
は
シ
ス
テ
ム
共
通
基
盤
の
構

築
と
並
行
し
て
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
か
ら
オ
ー
プ
ン

な
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
開
発
を
実
施
す
る
も
の

で
、最
大
10
の
サ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
同
時
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
な
ど
難
易
度
の
高
い
も
の
だ
っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
間
の
多
岐
に
わ
た
る
調
整
を
行
う

専
門
部
署
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
強
化
し
、
足
掛
け
5
年
を
か
け
2
0
1
5
年
1

月
に
全
て
の
シ
ス
テ
ム
を
稼
働
さ
せ
た
。こ
れ
に
よ

り
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
と
柔
軟
な
シ
ス
テ
ム
環
境

の
構
築
が
可
能
に
な
っ
た
。

女
性
活
躍
の
推
進

　
日
本
公
庫
は
、統
合
直
後
か
ら
女
性
職
員
が
能

力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
活
躍
で
き
る
職
場
づ

く
り
を
推
進
す
る
体
制
を
整
え
て
き
た
。

2
0
0
9
年
か
ら
採
用
す
る
新
卒
女
性
総
合
職

の
比
率
を
30
％
以
上
と
し
た
ほ
か
、管
理
職
に
占

め
る
女
性
の
割
合
の
数
値
目
標
を
掲
げ
た
。
女
性

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
推
進
す
る
た
め
に
、女
性
管

理
職
候
補
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

C
h
a
l
l
e
n
g
e
!!
」
を
実
施
。
候
補
者
を

O
J
T
や
集
合
研
修
等
に
よ
り
育
成
。
先
輩
女
性

職
員
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る

メ
ン
タ
リ
ン
グ
制
度
も
整
備
す
る
な
ど
し
て
、

2
0
1
8
年
4
月
時
点
の
5
％
の
目
標
を
達
成
、

新
た
に
2
0
2
3
年
4
月
時
点
で
7
％
以
上
と
す

る
目
標
を
掲
げ
た
。

二
つ
、協
調
融
資
等
の
さ
ら
な
る
推
進
と
役
員
レ
ベ

ル
及
び
現
場
に
お
け
る
対
話
の
促
進
だ
。
こ
の
取

り
組
み
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
だ
が
、新
た
な
連
携

実
績
が
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
2
0
1
8
年
4
‐

6
月
の
協
調
融
資
実
績
は
、件
数
・
金
額
と
も
に
前

年
同
期
比
で
約
4
割
増
と
な
り
、
民
間
金
融
機
関

と
の
連
携
は
着
実
に
進
展
し
て
い
る
。
日
ご
ろ
の

対
話
は
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
に
努

め
る
た
め
で
あ
る
。し
か
し
経
済
は
生
き
物
な
の
で
、

時
に
は
民
間
金
融
機
関
と
の
間
で
想
定
外
の
問
題

が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
万
が
一
、そ
の
よ
う

な
場
合
に
は
直
ち
に
話
し
合
っ
て
解
決
す
る
方
針

で
あ
る
。

　
日
本
公
庫
に
は
、引
き
続
き
民
間
金
融
機
関
と

の
連
携
を
推
進
す
る
こ
と
で
民
業
補
完
を
徹
底
し
、

共
に
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
、農
林
漁
業
者
の

経
営
を
支
援
す
る
こ
と
で
、地
域
経
済
の
活
性
化
、

ひ
い
て
は
日
本
経
済
の
持
続
的
な
成
長
・
発
展
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

　「
政
策
金
融
改
革
に
係
る
制
度
設
計
」
で
示
さ
れ

た
組
織
設
計
、運
営
の
考
え
方
に
基
づ
き
、日
本
公

庫
は
管
理
部
門
等
の
共
通
す
る
業
務
の
一
元
化
や

店
舗
の
統
合
な
ど
、組
織
・
業
務
の
合
理
化
・
効
率

化
を
進
め
、お
客
さ
ま
の
要
望
に
適
時
・
的
確
に
対

応
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
き
た
。

日本公庫統合10年の歩み特集

合
理
的
・
効
率
的
な
業
務
運
営
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員
と
日
々
接
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
で
、実
際
の
経

営
を
肌
で
知
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
2
0
1
3
年

度
か
ら
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ま
で
に
累
計
で
1
0
0

人
超
の
職
員
を
派
遣
し
て
き
た
。

　
一
方
で
、経
営
者
の
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
は
、日
本
公
庫
の
み
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
、創
業
、農
業
、事
業
再
生
等
の
分
野
に

お
け
る
民
間
金
融
機
関
と
の
連
携
や
地
方
自
治
体

等
の
要
請
を
踏
ま
え
た
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の

参
画
な
ど
、様
々
な
連
携
の
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
こ
と
は
、職
員
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
力
の
向
上

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
中
で
、女
性
職
員

が
自
ら
他
社
や
地
域
の
女
性
と
連
携
し
、新
た
な

取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
に

東
京
都
民
銀
行
（
現
・
き
ら
ぼ
し
銀
行
）
と
日
本
公

庫
の
女
性
職
員
が
、
女
性
活
躍
を
応
援
す
る
た
め

に
共
同
で
融
資
商
品
を
開
発
し
た
取
り
組
み
が
あ

る
。
商
品
名
は
『
L
a
d
y 

G
o
! 

』。
女
性
経
営

者
や
女
性
の
社
会
進
出
支
援
事
業
を
、
資
金
面
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
も
の
だ
。「
女
性
が
第
一
線
で
長
く

働
い
た
り
、起
業
を
実
現
す
る
際
に
は
、男
性
に
は

な
い
様
々
な
不
安
要
素
が
あ
る
。
意
欲
あ
る
女
性

を
応
援
す
る
商
品
を
、二
つ
の
金
融
機
関
が
一
致
団

結
し
て
生
み
出
せ
た
こ
と
が
、何
よ
り
う
れ
し
い
」

と
開
発
に
関
わ
っ
た
女
性
職
員
は
語
っ
て
い
た
。

人
材
育
成

　
日
本
公
庫
は
、「
質
の
高
い
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
」
や
「
高
度
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
・
専
門

性
の
養
成
」
に
重
点
を
置
き
、中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
、
農
林
漁
業
者
に
対
す
る
政
策
金
融
を
的

確
に
実
施
す
る
た
め
、専
門
能
力
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
力
の
向
上
な
ど
、人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
集
合
研
修
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、中
小
企

業
診
断
士
や
農
林
水
産
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等

の
資
格
取
得
を
推
奨
す
る
こ
と
で
専
門
知
識
を
高

め
、
3
事
業
間
で
の
人
事
異
動
を
進
め
る
こ
と
で

各
事
業
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
化
を
図
っ
た
。

加
え
て
、中
小
企
業
や
農
業
経
営
体
に
研
修
の
た
め

に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
1
年
間
に
わ
た
る
研

修
は
、企
業
経
営
の
現
場
に
入
っ
て
経
営
者
や
従
業

日本公庫 統合後
10年間を振り返る

設 立 2008年10月1日

基 本 理 念 『政策金融の的確な実施』
『ガバナンスの重視』

業 務 国民生活事業
農林水産事業
中小企業事業
危機対応等円滑化業務

総 裁 田中 一穂

資 本 金 4兆1,249億円

資 本 準 備 金 1兆8,879億円

職 員 数 7,364人（2018年度予算定員）

支 店 等 国内152支店
海外駐在員事務所2カ所

総 融 資 残 高 18兆　290億円

国民生活事業 7兆1,289億円

農林水産事業 2兆9,457億円

中小企業事業（融資） 5兆5,141億円

小計 15兆5,889億円

危機対応円滑化業務 2兆3,832億円

特定事業等促進円滑化業務 568億円

保 険 引 受 残 高 22兆4,015億円

（2018年3月31日時点）

Special Report
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地域、日本、世界を表わす、白い小円と明るさを変えた２つの
正円の中に「JFC 」（日本政策金融公庫の英文名称Japan 
Finance Corporationの略称）を配して、地域経済、国民経
済、国際経済の成長・発展に貢献する日本公庫を表現してい
ます。また、正円の広がりは、お客さま一人ひとりの声を大切
にし、ステークホルダーと共に協力・協調の輪をつくっていく日
本公庫の姿を表しています。

すがすがしく、みずみずしい若草をイメージさせるグリーンは、
政策金融機関としての「安心」や「信頼」を表しています。

デザイン

カラー

表紙紹介

創刊号
〈春〉新学期

第6号
〈夏〉花火大会

第11号
〈秋〉秋の香り

第2号
〈夏〉川遊び

第7号
〈秋〉干柿

第12号
〈冬〉福は内

第3号
〈秋〉秋の並木道

第8号
〈冬〉かまくら

第13号
〈春〉茶摘み

第4号
〈冬〉初商い

第9号
〈春〉こどもの日

第14号
〈夏〉夏の涼音

第5号
〈春〉藤棚

第10号
〈夏〉高校野球

第15号
〈秋〉コスモス

日本公庫のシンボルマークについて

1983年大阪生まれ。デザイナーを経てイラストレーター
に転身。版画のような印象的な線が特徴で『日本公庫
つなぐ』の表紙は創刊号から担当。季節感を織り交ぜ
ながら、どこか懐かしく感じられる風景を描いている。

イラストレーター：鎌田みか
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本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転用・転載はお断りします。

『日本公庫つなぐ』は、日本公庫ホームページでもご覧になれます。
広報部では、本誌へのご意見・ご感想をお待ちしております。

https://www.jfc.go.jp/ 日本公庫つなぐ 検 索
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